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「K
lassenrundbrief des W

eihekurses 1950

」

　
　

一
九
五
〇
年
司
祭
叙
階
同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
見
ら
れ
る

　
　

南
山
大
学
第
三
代
学
長
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の

　
　
　
　
　
　
　

宣
教
師
精
神
と
人
間
性
に
つ
い
て

リ
チ
ャ
ー
ド
・
ジ
ッ
プ
ル　

初
め
に

二
〇
一
〇
年
〜
二
〇
一
三
年
、
筆
者
は
南
山
大
学
社
会
倫
理
研
究
所
と
南
山
学
園
史
料
室
の
企
画
で
あ
っ
た
「『
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ

ー
著
作
集
』
編
纂
プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト）

1
（

」
の
委
員
と
し
て
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
ド
イ
ツ
語
の
著
作
と
南
山
学
園
史
料
室
の
収
蔵
に
あ

る
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
の
ド
イ
ツ
語
の
史
料
を
調
査
す
る
こ
と
に
当
た
っ
た
。
そ
の
調
査
の
結
果
、
著
書
や
学
術
雑
誌
に
記
載

さ
れ
て
い
る
い
く
つ
か
の
ド
イ
ツ
語
と
英
語
の
原
稿
の
他
に
、
ド
イ
ツ
語
に
翻
訳
さ
れ
た
九
本
の
英
語
の
原
稿
（
講
演
や
論
文
・
エ
ッ

セ
ー
）
数
本
の
他
の
著
書
や
雑
誌
で
既
刊
さ
れ
た
論
文
と
エ
ッ
セ
ー
と
合
わ
せ
て
出
版
さ
れ
た
も
の
も
あ
れ
ば）

2
（

、
そ
の
他
の
ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
史
料
と
し
て
は
、
ド
イ
ツ
の
出
版
社
・
テ
レ
ビ
放
送
局
・
研
究
者
等
と
の
往
復
手
紙
、
講
師
依
頼
等
の
大
学
業
務
関
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係
の
往
復
手
紙
、
ド
イ
ツ
語
ま
た
は
英
語
の
講
義
や
説
教
の
草
稿
、
そ
し
て
友
人
・
親
戚
・
神
学
生
時
代
の
同
級
生
に
宛
て
た
手
紙
が

あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た）

3
（

。

こ
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
史
料
の
中
に
特
に
興
味
深
い
二
種
類
の
文
書
が
あ
る
。
第
一
に
は
、
友
人
と
親
戚
に
宛
て
た
ド
イ

ツ
語
の
タ
イ
プ
一
打
ち
Ａ
４
用
紙
二
七
枚
の
手
紙
の
形
で
書
か
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
普
通
の
手
紙
と
違
っ
て
、「10 000 M

eilen der 

Sonne entgegen
（
太
陽
に
向
か
っ
て
万
里
の
旅
）」
と
い
う
表
題
も
あ
り
、
一
九
五
二
年
四
月
一
八
日
に
ド
イ
ツ
を
出
発
し
て
か
ら

一
九
五
二
年
六
月
二
一
日
に
日
本
に
到
着
す
る
ま
で
の
間
のR

eisebericht

（
旅
行
談
）
と
し
て
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
旅
行
の

準
備
と
出
発
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
・
イ
タ
リ
ア
ま
で
の
旅
、
そ
し
て
ス
エ
ズ
運
河
・
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・
香
港
・
マ
ニ
ラ
ア
経
由
で
の
日
本

ま
で
の
船
旅
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る）

4
（

。
昨
年
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
『
ア
ル
ケ
イ
ア
ー
記
録
・
情
報
・
歴
史
－
』
第
十
三
号
に
は
、

こ
の
旅
行
談
を
テ
ー
マ
に
し
た
筆
者
の
論
文
が
掲
載
さ
れ
た）

5
（

。

第
二
に
は
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
ド
イ
ツ
・
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
神
言
会
の
大
神
学
校
で
共
に
司
祭
叙
階
を
受
け
た

三
〇
名
の
同
期
生
の
約
三
〇
年
間
分
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
あ
る
。
毎
年
各
自
の
同
期
生
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
近
況
報
告
は
一
人
の
同
期

生
が
抜
粋
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
ほ
と
ん
ど
毎
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
日
本
で
の
活
動
や
ア
メ

リ
カ
で
留
学
中
の
活
動
に
つ
い
て
書
い
た
近
況
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る）

6
（

。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、
修
道
会
の
上
長
に
提
出
す
る

活
動
報
告
書
で
は
な
く
、
世
界
各
地
に
散
ら
ば
っ
て
い
る
同
期
生
同
士
で
情
報
や
近
況
報
告
を
交
換
し
な
が
ら
交
流
と
友
情
を
深
め
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
の
で
あ
っ
た
の
で
、
各
自
の
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
紹
介
し
な
が
ら
、
成
功
と
失
敗
、
喜
び
と
困
難
を
分
か
ち
合
う

よ
う
な
内
容
が
多
い
。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
こ
れ
ら
の
文
書
は
、
上
述
の
記
念
著
作
集
で
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
経
営
史
の
学
者
と
大
学
の
教
育
者

と
し
て
の
活
動
に
つ
い
て
の
再
評
価
と
は
別
の
側
面
か
ら
、
す
な
わ
ち
聖
職
者
・
宣
教
師
と
し
て
の
側
面
か
ら
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
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を
考
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
業
績
に
つ
い
て
よ
り
全
体
的
な
像
を
示
す
手
助
け
に
な
る
と
思
わ
れ
る
。
昨
年
の
論
文
で
は
、
上
述
の

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
へ
の
旅
行
談
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
日
本
で
宣
教
活
動
を
目
指
し
て
い
た
一
人
の
若
い
宣
教
師
と

し
て
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
抱
い
て
い
た
精
神
と
抱
負
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
に
続
い
て
、
本
稿
で
は
、
一
九
五
〇
年
司
祭
叙

階
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
お
け
る
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
お
よ
そ
三
〇
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
の
報
告
の
内
容
を
紹
介
し
な

が
ら
、
特
に
同
師
の
宣
教
師
と
し
て
の
自
覚
と
同
時
に
そ
の
人
間
性
も
明
確
に
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
全
体
像
を
肉
付
け
し
て

い
こ
う
と
思
う
。
本
稿
で
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
活
動
を
三
つ
の
時
期
に
分
け
て
、
第
一
に
は
、
日
本
へ
の
派
遣
、
日
本
語
学
習

と
ア
メ
リ
カ
留
学
の
時
の
活
動
、
第
二
に
は
、
再
来
日
か
ら
南
山
大
学
学
長
に
な
る
ま
で
南
山
大
学
で
の
教
育
活
動
、
そ
し
て
第
三
に

は
、
南
山
大
学
学
長
に
な
っ
て
か
ら
の
活
動
を
中
心
に
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

Ⅰ　

日
本
へ
の
派
遣
・
日
本
語
学
習
・
ア
メ
リ
カ
留
学

同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
一
号
が
発
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
一
年
七
月
で
あ
っ
た
。
冒
頭
の
言
葉
で
同
期
生
の
一
人
で
あ
っ
た

ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ
・
ド
レ
ン
ケ
ル
フ
ォ
ル
ト
師
（H

einrich D
renkelfort

）
が
書
い
て
い
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
同
期
生
か
ら
送
っ
て
き
た

近
況
報
告
を
ま
と
め
、
三
〇
年
間
毎
年
発
行
す
る
予
定
で
あ
っ
た
。
印
刷
と
郵
送
の
作
業
は
ド
レ
ン
ケ
ル
フ
ォ
ル
ト
師
の
親
戚
の
協
力

を
得
て
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た）

7
（

。
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
第
一
号
か
ら
第
三
二
号
ま
で
（
第
一
一
号
と
第
二
一

号
が
欠
け
て
い
る
）
揃
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
同
期
生
と
の
連
絡
を
取
り
続
け

る
た
め
に
貴
重
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
つ
い
て
の
最
初
の
近
況
情
報
は
、
一
九
五
一
年
一
二
月
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
第
二
号
に
掲
載
さ
れ
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て
い
た
。
英
語
学
習
の
た
め
に
ロ
ン
ド
ン
に
着
い
た
ば
か
り
の
彼
の
熱
心
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
編
集
長
が
次
の
よ
う
に
コ

メ
ン
ト
し
て
い
た
。「
同
期
生
の
み
な
さ
ん
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
き
っ
と
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ

う
。
シ
ュ
レ
ー
ゲ
ル
師
が
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
を
ロ
ン
ド
ン
の
駅
ま
で
迎
え
に
行
っ
て
ド
イ
ツ
語
で
挨
拶
し
た
ら
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
師
は
『W

e w
ill speak English, please.

』
と
答
え
た
そ
う
で
す）

8
（

。」

来
日
と
日
本
語
学
習

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
五
二
年
七
月
に
来
日
後
の
最
初
の
近
況
報
告
は
、
一
九
五
三
年
七
月
発
行
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第

五
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
こ
に
ま
ず
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
五
二
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
送
っ
た
手
紙
の
内
容
が
紹
介
さ
れ
た
。

一
九
五
二
年
七
月
に
来
日
し
た
ば
か
り
の
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
九
月
か
ら
東
京
で
正
式
の
日
本
語
学
習
を
始
め
る
前
に
数
週
間

を
多
治
見
の
神
言
修
道
院
に
滞
在
し
て
、
独
習
の
形
で
初
め
て
日
本
語
や
日
本
の
文
化
に
触
れ
た
経
験
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
只

今
日
本
管
区
の
中
心
的
な
修
道
院
で
日
本
語
の
い
ろ
は
を
「
近
く
か
ら
」
触
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。（
中
略
）
聖
務
日
課
を
唱
え
る

に
あ
た
り
、
小
さ
な
苦
行
と
し
て
『
正
座
』
を
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
決
し
て
楽
で
は
な
か
っ
た
が
、
今
、
黙
想
す
る
た
め

に
は
一
番
い
い
姿
勢
に
な
り
ま
し
た）

9
（

。」
ま
た
、
同
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
一
九
五
三
年
二

月
一
四
日
付
の
手
紙
の
内
容
か
ら
日
本
語
学
習
の
難
し
さ
に
悩
ん
で
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。「
同
期
生
の
皆
さ
ん
が
す
で
に
様
々

な
任
務
を
果
た
し
て
い
る
と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
を
読
ん
だ
と
き
、
自
分
は
取
る
に
足
り
な
い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
ま
だ
『
学
生
』
だ

か
ら
だ
。（
中
略
）
日
本
語
の
学
習
が
カ
タ
ツ
ム
リ
の
よ
う
に
緩
慢
に
進
ん
で
い
る）

10
（

。」

一
九
五
四
年
の
夏
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
報
告
の
中
に
も
、
日
本
語
の
難
し
さ
に
つ
い
て
の
嘆
き
が
続
く
。「
今
回
、
私
と
し
て
は

英
雄
叙
事
詩
を
書
く
こ
と
が
で
き
ず
、
た
だ
い
わ
ば
小
学
校
の
第
二
学
年
を
無
事
終
え
た
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
小
学
生
だ
っ
た
時
と
同
様
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に
、『
お
母
さ
ん
、
今
読
め
る
よ
う
に
な
っ
た
よ
』
と
言
え
ま
す
。（
中
略
）
日
本
語
の
手
紙
を
書
こ
う
と
す
る
と
き
、
返
事
の
中
に
恥

ず
か
し
く
て
顔
を
赤
ら
め
る
ほ
ど
の
お
世
辞
を
言
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
自
分
の
手
紙
は
す
べ
て
鶏
が
砂
に
ひ
っ
か
い
て
い
る
よ
う
な

も
の
で
す）

11
（

。」
実
際
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
大
学
の
授
業
を
は
じ
め
、
外
部
で
の
講
演
会
や
挨
拶
が
上
手
で
日
本
語
が
達
者
だ

と
い
う
評
判
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
本
語
学
習
で
苦
労
し
た
彼
の
根
気
強
い
努
力
の
成
果
で
あ
っ
た
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
「
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ム
」
と
い
う
吉
祥
寺
に
あ
る
神
言
会
の
修
道
院
に
住
み
、
そ
こ
か
ら
六
本
木
に
あ

る
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
が
外
国
人
宣
教
師
の
日
本
語
学
習
の
た
め
に
設
置
し
た
日
本
語
学
校
に
通
っ
て
い
た
。
学
校
ま
で
は
四
五
分
ぐ
ら

い
で
あ
っ
た
の
で
、
そ
れ
ほ
ど
時
間
が
か
か
ら
な
か
っ
た
が
、
通
勤
ラ
ッ
シ
ュ
の
電
車
は
い
つ
も
込
み
合
っ
て
い
た
こ
と
に
悩
ん
で
い

た
よ
う
で
あ
る
。「
こ
こ
で
、
車
掌
さ
ん
が
そ
と
か
ら
人
を
押
し
込
ん
で
、
最
後
の
一
〇
人
の
乗
客
が
詰
め
込
ん
で
乗
れ
る
よ
う
に
助

け
て
く
れ
ま
す
。
塩
漬
け
ニ
シ
ン
の
樽
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
で
す）

12
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
日
本
語
の
学
習
の
傍
ら
、
先
輩
の
宣
教
師
た
ち
か
ら
日
本
の
事
情
を
教
え
て
も
ら
っ
た
り
、
東
京
の
吉
祥

寺
教
会
で
働
い
て
い
る
宣
教
師
た
ち
の
手
伝
い
も
し
た
り
し
て
い
た
。「
教
会
で
は
少
し
『
仕
事
』
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

す
な
わ
ち
、
洗
礼
志
願
者
の
勉
強
会
で
二
分
な
い
し
五
分
の
短
い
講
話
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
正
直
の
と
こ
ろ
、
志
願
者
た
ち

は
英
雄
的
な
寛
大
さ
で
聞
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。（
中
略
）
私
た
ち
三
人
の
新
来
日
の
宣
教
師
は
の
ん
き
な
日
本
語
学
習
の
他
に
、

日
本
の
宣
教
活
動
に
も
な
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
日
本
の
北
部
に
あ
る
柴
田
の
小
さ
な
教
会
に
行
き
ま
し
た
し
、
私
た
ち

の
『
ア
ル
ベ
ル
ト
・
ハ
イ
ム
』
に
は
東
京
で
用
事
の
あ
る
神
言
会
会
員
が
一
泊
・
二
伯
す
る
こ
と
が
多
い
の
で
日
本
の
宣
教
に
つ
い
て

い
ろ
い
ろ
の
こ
と
聞
い
て
い
ま
す）

13
（

。」

ま
た
、
来
日
間
も
な
く
の
一
九
五
年
の
八
月
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
神
言
会
が
北
日
本
で
担
当
し
て
い
た
教
会
へ
手
伝
い
に
行

っ
た
。
任
務
は
毎
日
ラ
テ
ン
語
で
ミ
サ
を
さ
さ
げ
る
こ
と
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
教
会
の
信
者
さ
ん
た
ち
と
賄
い
さ
ん
と
の
会
話
が
で
き



90

な
く
て
困
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
っ
た
。「
自
分
の
周
り
に
何
か
が
あ
っ
た
時
に
、
い
つ
も
『
は
い
』
と
言
い
な
が
ら
、
日
本
人
の
よ
う

に
笑
っ
た
だ
け
で
し
た
。（
中
略
）
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
最
初
の
四
週
間
の
『
実
践
』
は
、
な
ん
で
も
新
し
い
こ
と
だ
っ
た

か
ら
、
非
常
に
興
味
深
か
っ
た
で
す）

14
（

。」
日
本
語
能
力
が
上
達
し
た
ら
、
教
会
で
の
活
動
が
少
し
し
や
す
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、

同
様
な
熱
意
が
翌
年
の
一
九
五
四
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
近
況
報
告
か
ら
う
か
が
え
る
。「
去
年
か
ら
語
学
学
習
の
傍
ら
、
私
た
ち

の
教
会
に
通
う
約
六
〇
人
の
信
者
の
『
司
牧
者
』
と
し
て
独
力
で
司
牧
活
動
も
少
し
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
日
曜
日
の
説
教

と
数
回
の
勉
強
会
を
行
っ
て
い
ま
す）

15
（

。」

専
門
勉
強
の
任
命
と
ア
メ
リ
カ
留
学

一
九
五
二
年
の
来
日
の
時
点
で
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
日
本
で
の
派
遣
先
は
未
定
で
あ
っ
た
。
神
言
会
の
主
な
活
動
は
東
京
、

秋
田
、
名
古
屋
な
ど
の
小
教
区
に
お
け
る
信
徒
の
司
牧
と
南
山
学
園
に
お
け
る
学
校
教
育
と
い
う
二
つ
の
分
野
で
あ
っ
た
が
、
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
五
三
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
自
分
と
し
て
は
小
教
区
で
の
活
動
を
希
望
し
て

い
た
。「
私
と
同
時
期
に
来
日
し
た
ほ
か
の
二
人
は
神
言
会
総
本
部
の
計
画
で
は
南
山
学
園
で
働
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

最
終
的
な
任
命
権
は
日
本
管
区
の
管
区
長
が
保
留
し
て
い
ま
す
。
三
人
の
う
ち
、
私
が
小
教
区
に
派
遣
さ
れ
る
可
能
性
が
一
番
高
い
と

思
い
ま
す
。
私
は
、『
聖
な
る
中
立
』
が
許
す
限
り
、
全
力
で
そ
の
方
向
で
準
備
し
て
い
ま
す）

16
（

。」

と
こ
ろ
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
希
望
通
り
に
な
ら
ず
、
将
来
、
南
山
大
学
で
働
く
た
め
に
専
門
勉
強
す
る
よ
う
に
任
命
を
受

け
ま
し
た
。
一
九
五
四
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
近
況
報
告
の
中
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ア
メ
リ
カ
で
経
済
学
を
勉
強
す
る
こ

と
に
な
っ
た
と
述
べ
、
日
本
語
を
忘
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
と
に
か
く
、
こ
の
二
年
間
の
努
力
が
ア

メ
リ
カ
に
い
る
間
、
私
の
穴
だ
ら
け
の
記
憶
か
ら
消
え
て
し
ま
わ
な
い
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
私
は
日
本
が
本
当
に
好
き
に
な
っ
た
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か
ら
、
あ
ま
り
に
も
早
い
出
発
は
私
に
と
っ
て
本
当
に
つ
ら
い
で
す）

17
（

。」
し
か
し
、
同
時
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
自
分
の
好

き
嫌
い
は
別
と
し
て
、
日
本
の
宣
教
活
動
と
し
て
の
教
育
活
動
の
大
切
さ
を
認
め
た
。「
学
校
は
全
能
で
あ
り
、
教
育
は
す
べ
て
で
す
。

よ
り
良
い
店
で
店
員
や
中
堅
企
業
の
社
員
に
な
る
た
め
に
、
大
学
で
数
年
間
の
勉
強
が
必
要
で
す
。
と
に
か
く
求
職
者
が
あ
ま
り
に
も

多
す
ぎ
る
の
で
、
も
っ
と
も
レ
ベ
ル
の
高
い
教
育
を
受
け
て
い
る
人
が
採
用
さ
れ
ま
す
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
わ
か
る
よ

う
に
、
私
た
ち
の
宣
教
活
動
は
大
き
な
教
育
事
業
が
な
け
れ
ば
、
や
っ
て
い
け
な
い
の
で
す）

18
（

。」

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
関
係
史
料
の
中
に
、
一
九
五
〇
年
司
祭
叙
階
同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ

タ
ー
の
他
、
同
師
が
友
人
に
宛
て
た
ド
イ
ツ
語
タ
イ
プ
打
ち
Ａ
４
用
紙
四
枚
の
手
紙
二
通
も
あ
る
。
一
つ
目
は
一
九
五
五
年
九
月
一
五

日
付
で
米
国
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
経
済
学
修
士
課
程
の
勉
強
と
学
生
生
活
に
つ
い
て
で
あ
り
、
二
つ
目
は
五
六
年

六
月
二
七
日
付
で
、
米
国
ボ
ス
ト
ン
に
あ
る
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
経
済
学
博
士
課
程
の
勉
強
と
学
生
生
活
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
両
方

は
同
期
生
で
は
な
く
、
友
人
と
知
人
を
対
象
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

一
つ
目
の
手
紙
の
中
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ア
メ
リ
カ
へ
派
遣
さ
れ
た
理
由
に
つ
い
て
説
明
し
な
が
ら
、
自
分
と
し
て
は
、

教
育
活
動
よ
り
も
、
小
教
区
で
の
宣
教
司
牧
活
動
の
方
を
希
望
し
て
い
た
と
述
べ
て
い
る
。「
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
新
宣
教
師
は
、
ま

ず
二
年
間
の
徹
底
的
な
日
本
語
学
習
を
終
え
て
、（
中
略
）
二
年
目
の
終
わ
り
ご
ろ
、
上
長
は
新
宣
教
師
の
希
望
が
大
体
わ
か
り
、
新

宣
教
師
は
小
教
区
か
、
名
古
屋
の
南
山
大
学
か
、
そ
の
ど
ち
ら
か
に
任
命
さ
れ
ま
す
。
私
は
日
本
の
北
部
の
小
さ
い
教
会
の
主
任
司
祭

や
東
京
の
大
き
な
教
会
の
助
任
司
祭
を
夢
見
て
い
た
が
、
残
念
な
が
ら
…
…
。
数
年
前
に
『
教
壇
に
立
つ
の
は
、
一
番
や
り
た
く
な
い

こ
と
だ
』
と
自
分
に
言
っ
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
れ
が
私
の
任
命
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た）

19
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
ド
イ
ツ
の
大
神
学
院
で
普
通
の
聖
職
者
コ
ー
ス
を
修
了
し
た
だ
け
で
、
経
済
学
と
い
う
専
門
勉
強
を
始

め
る
に
あ
た
っ
て
、
最
初
か
ら
基
本
的
な
と
こ
ろ
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
シ
ス
テ
ム



92

や
ア
メ
リ
カ
の
生
活
に
慣
れ
る
ま
で
多
少
不
安
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ワ
シ
ン
ト
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
の
勉
強
に
つ
い
て
は
次

の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
経
済
学
の
こ
と
は
少
し
も
知
ら
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
い
き
な
り
『
大
学
院
生
』
で
始
ま
り
、
あ

え
て
『
上
級
経
済
理
論
』
と
い
う
授
業
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
が
耐
え
抜
く
た
め
に
は
、
ど
れ
だ
け
苦
労
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
か
は
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
初
め
て
で
す
か
ら
、
様
々
な
授
業
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
全
部
で
一
五
単
位
分
の
遅

れ
を
取
り
戻
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
今
学
期
は
六
単
位
分
を
履
修
し
て
い
る
が
、
来
学
期
も
こ
の
よ
う
な
ぎ
っ
し
り
し
た
時
間

割
り
で
行
け
ば
、
そ
し
て
夏
学
期
に
も
授
業
を
取
れ
ば
、
来
年
の
秋
学
期
で
修
士
課
程
の
す
べ
て
の
単
位
を
取
得
で
き
る
で
し
ょ
う
。

そ
れ
か
ら
、
修
士
論
文
だ
け
が
残
る
が
、
博
士
課
程
へ
進
め
れ
ば
、
そ
れ
は
来
学
年
中
に
書
い
て
も
い
い
で
す
。
私
は
こ
ん
な
に
圧
力

を
掛
け
ら
れ
て
も
決
し
て
屈
服
し
な
い
。
学
問
の
つ
ら
さ
は
ど
こ
も
同
じ
だ
か
ら
で
す）

20
（

。」
こ
の
よ
う
に
し
て
、
経
済
学
の
専
門
勉
強

は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
第
一
希
望
で
は
な
か
っ
た
が
、
取
り
組
み
姿
勢
は
決
し
て
中
途
半
端
な
も
の
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
勉
強
が
必
ず
し
も
う
ま
く
行
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
勉
強
が
忙
し
か
っ
た
だ
け
で
は
な

く
、
健
康
の
問
題
も
あ
っ
た
。「
第
二
学
期
に
修
士
論
文
を
書
き
始
め
て
七
月
に
完
成
で
き
る
よ
う
に
し
た
か
っ
た
が
、
神
様
は
私
の

計
画
を
つ
ぶ
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
復
活
祭
に
、
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
大
神
学
校
の
時
代
と
同
じ
よ
う
な
眼
の

感
染
症
に
か
か
り
、
五
週
間
も
勉
強
が
で
き
な
く
な
っ
た
か
ら
で
す
。
幸
い
に
、
授
業
は
全
部
無
事
に
出
席
す
る
こ
と
が
で
き
、
試
験

の
前
ま
で
に
よ
く
な
っ
た
の
で
、
試
験
も
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た）

21
（

。」

同
じ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
今
後
の
勉
強
計
画
に
つ
い
て
の
報
告
も
記
載
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の
記
述
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ

ー
師
が
六
月
九
日
に
書
か
れ
た
手
紙
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
夏
季
講
座
を
楽
し
み
に
し
て
い
な

が
ら
、
病
気
の
経
験
も
記
憶
に
新
し
か
っ
た
せ
い
か
、
将
来
は
必
ず
し
も
計
画
通
り
に
進
む
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
も

触
れ
て
い
る
。「
七
月
と
八
月
は
ボ
ス
ト
ン
に
行
っ
て
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
夏
季
講
座
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
か
の
有
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名
な
ハ
ー
バ
ー
ド
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
か
、
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
首
相
は
今
後
数
日
に
そ
こ
で
名
誉
博
士
号

を
授
与
さ
れ
る
そ
う
で
す
。）
こ
ち
ら
で
の
勉
強
は
九
月
か
ら
ま
た
始
ま
り
ま
す
が
、
す
べ
て
が
う
ま
く
行
け
ば
、
二
年
間
で
博
士
課

程
を
終
了
で
き
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
私
が
調
子
に
乗
り
す
ぎ
る
と
き
、
あ
る
い
は
勉
強
に
あ
ま
り
夢
中
に
な
り
す
ぎ
る
と
き
、
神

様
は
『
治
療
薬
』
を
出
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
の
で
、
将
来
の
こ
と
を
細
か
く
計
画
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん）

22
（

。」

実
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
留
学
の
途
中
で
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
か
ら
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
博
士
課
程
に
移
る
こ
と
に
な
り
、

一
九
五
五
年
九
月
に
ボ
ス
ト
ン
に
引
っ
越
し
た）

23
（

。
そ
の
理
由
に
つ
い
て
は
記
述
が
あ
り
ま
せ
ん
が
、
前
述
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
夏
季

講
座
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
一
九
五
六
年
七
月
の
同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ

た
、
一
九
五
六
年
七
月
一
日
に
ボ
ス
ト
ン
か
ら
送
っ
た
近
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
同
師
の
勉
強
は
順
調
に
進
ん
で
い
た
。「
私
の
勉
強
は

予
定
通
り
に
進
ん
で
お
り
「
や
っ
と
」
修
了
に
近
づ
い
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
必
修
科
目
を
終
え
た
が
、
残
っ
て
い
る
の
は
必
修
以

外
の
科
目
と
博
士
課
程
の
試
験
、
い
わ
ば
『
最
後
の
審
判
』
の
準
備
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
博
士
論
文
が
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
分
野
で
ど

の
テ
ー
マ
に
し
た
ら
よ
い
か
、
ま
た
ア
メ
リ
カ
で
書
く
べ
き
な
の
か
、
日
本
で
書
く
べ
き
な
の
か
は
、
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。
天

気
が
も
う
少
し
涼
し
く
な
っ
た
ら
、
も
っ
と
詳
し
く
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん）

24
（

。」

こ
こ
で
言
う
「
博
士
課
程
の
試
験
」
は
、
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
の
制
度
に
従
っ
て
す
べ
て
の
必
須
科
目
の
単
位
を
取
得
し
た
あ
と
に

課
せ
ら
れ
る
総
合
試
験
の
こ
と
で
あ
る
。
試
験
の
範
囲
は
そ
の
過
程
で
学
ん
だ
幅
広
い
包
括
的
な
も
の
で
あ
る
の
で
、
準
備
は
か
な
り

時
間
が
か
か
り
、
合
格
も
難
し
い
。
特
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
総
合
試
験
が
難
し
く
て
、
不
合
格
者
も
少
な
く
な
い
。
試
験
勉
強
の
苦

労
や
不
安
に
つ
い
て
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
初
の
数
週
間
は
、
足
も
と
が
少
し
揺
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
は
も
う
大
丈
夫
で
す
。
努
力
し
た
結
果
、
ち
ょ
う
ど
い
い
と
こ
ろ
ま
で
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

に
も
か
か
わ
ら
ず
博
士
課
程
の
試
験
で
追
い
出
さ
れ
る
可
能
性
が
ま
だ
ま
だ
あ
り
ま
す
。
去
年
の
試
験
で
は
、
九
人
の
候
補
者
の
中
、



94

五
人
も
落
ち
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
少
し
良
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
経
済
学
の
候
補
者
の
四
分
の
一
ぐ
ら
い
は
落
ち

て
し
ま
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
に
と
っ
て
決
し
て
励
ま
し
に
な
り
ま
せ
ん
し
、
ま
さ
か
『
優
秀
』
な
成
績
を
取
る
こ
と

は
む
り
で
し
ょ
う）

25
（

。」

 
学
生
生
活
、
司
牧
活
動

ワ
シ
ン
ト
ン
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
に
留
学
し
て
い
た
と
き
の
近
況
報
告
の
中
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
神

言
会
の
共
同
体
の
様
子
、
そ
し
て
ア
メ
リ
カ
の
社
会
一
般
に
つ
い
て
の
感
想
を
述
べ
て
い
ま
す
。
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
で
特
に
目
立
っ
た

の
は
、
司
祭
や
修
道
士
・
修
道
女
も
多
く
、
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。「
学
生
の
中
に
司
祭
と
修
道
女
が
お
り
、
ア
メ
リ

カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
大
学
で
教
え
る
た
め
に
必
要
な
学
位
を
取
得
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
の
学
生
は
ほ
と
ん
ど
み

な
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
で
あ
る
。（
中
略
）
大
学
が
位
置
す
る
こ
の
区
域
は
、
小
さ
な
ロ
ー
マ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
色
や

形
の
修
道
服
を
着
て
い
る
修
道
女
と
司
祭
の
姿
が
見
え
ま
す）

26
（

。」

ワ
シ
ン
ト
ン
の
神
言
会
の
共
同
体
も
多
様
性
と
国
際
性
に
富
ん
で
い
て
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
、
自
分
の
勉
強
に
神
言

会
会
員
と
し
て
の
生
活
に
も
大
き
な
刺
激
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
我
々
神
言
会
は
他
の
修
道
会
と
同
様
に
大
学
の
近
く
に
十
人
ぐ

ら
い
の
会
員
が
宿
泊
で
き
る
共
同
体
が
あ
り
ま
す
。
去
年
の
共
同
体
の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る
国
民
と
宣
教
地
か
ら
な
る
『
小
規

模
な
形
の
国
連
』
の
よ
う
な
も
の
で
、
会
員
が
皆
同
じ
精
神
と
同
じ
目
的
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
会
員
た
ち
は
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分

野
の
勉
強
に
熱
心
で
し
た
の
で
、
非
常
に
興
味
深
い
話
し
合
い
が
で
き
て
、
私
た
ち
は
本
当
に
身
も
心
も
一
つ
と
な
り
ま
し
た）

27
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
て
い
た
間
、
大
学
生
活
だ
け
で
は
な
く
、
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
様
子
や

ア
メ
リ
カ
の
社
会
一
般
に
つ
い
て
も
い
ろ
い
ろ
の
感
想
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
司
祭
と
し
て
の
司
牧
活
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動
の
時
に
体
験
し
た
黒
人
へ
の
人
種
差
別
の
問
題
と
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
対
立
の
問
題
に
つ
い
て
紹
介
し
た
い
。

ま
ず
、
人
種
間
の
関
係
で
目
立
っ
た
の
は
貧
富
の
差
の
問
題
と
社
会
生
活
に
お
け
る
人
種
差
別
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
友
人
へ

の
手
紙
の
中
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
ま
す
。「
黒
人
の
家
族
が
引
っ
越
し
し
て
く
る
と
こ
ろ
で
は
、
地
価
が
す
ぐ
急
落
し
て
、
白
人

は
出
て
い
き
始
め
ま
す
。
そ
れ
は
人
種
差
別
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、黒
人
は
自
分
の
家
を
き
ち
ん
と
整
理
整
頓
で
き
な
い
か
ら
で
す
。

街
路
は
汚
く
て
、
家
屋
は
朽
果
て
て
い
ま
す
。
一
つ
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
南
に
位
置
す
る
、
水
浴
場
で

有
名
な
ア
ズ
バ
リ
ー
・
パ
ー
ク
で
す
。
こ
こ
に
神
言
会
が
担
当
し
て
い
る
黒
人
教
会
が
あ
り
、
わ
た
し
が
夏
休
み
に
二
週
間
教
会
の
手

伝
い
を
し
ま
し
た
が
、
鉄
道
線
路
が
分
離
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
片
側
に
き
れ
い
で
裕
福
な
家
と
立
派
な
商
店
が
並
ん
で
お
り
、
反
対

側
は
、
ま
る
で
全
く
別
の
国
の
よ
う
な
風
景
で
す
。
黒
人
は
ド
ア
の
前
に
し
ゃ
が
ん
で
座
っ
て
、
大
き
な
声
で
し
ゃ
べ
っ
て
い
て
、
ど

こ
も
汚
い
で
す
。
こ
れ
は
彼
ら
が
大
変
貧
乏
で
あ
る
こ
と
が
原
因
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
先
祖
代
々
の
も
の
で
し
ょ
う
か）

28
（

。」

こ
の
記
述
の
中
に
、
当
時
の
ア
メ
リ
カ
の
白
人
の
間
で
一
般
的
に
広
ま
っ
て
い
た
、
黒
人
の
貧
困
の
問
題
が
先
天
的
怠
惰
な
性
格
に

よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
が
見
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
同
じ
手
紙
の
別
の
箇
所
で
、
人
種

差
別
に
よ
る
不
正
に
つ
い
て
例
を
挙
げ
な
が
ら
批
判
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ミ
サ
の
手
伝
い
に
行
っ
て
い
た

ワ
シ
ン
ト
ン
の
近
く
に
あ
る
軍
基
地
で
の
ミ
サ
の
後
で
起
き
た
こ
と
で
す
。「
ミ
サ
の
後
で
、
少
佐
で
も
あ
っ
た
従
軍
司
祭
は
、
手
伝

い
に
来
て
い
た
私
た
ち
司
祭
と
一
緒
に
昼
食
を
食
べ
に
よ
く
行
く
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
私
の
代
わ
り
に
黒
人
の
司
祭
が
一
緒

で
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
昼
食
に
行
こ
う
と
し
た
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
に
入
る
前
に
、
ウ
エ
ー
ト
レ
ス
が
出
て
き
て
「
黒
人
は
入
る
こ

と
が
で
き
な
い
」
と
言
い
ま
し
た
。
仕
方
が
な
か
っ
た
で
す
が
、
全
部
で
司
祭
五
人
は
み
な
そ
の
ま
ま
帰
え
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
は
ワ
シ
ン
ト
ン
か
ら
数
マ
イ
ル
し
か
離
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
し
た
が
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
は
こ
の
よ
う
な
態
度
は
厳
し

く
非
難
さ
れ
ま
す
。
こ
の
差
別
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
は
長
時
間
が
か
か
る
で
し
ょ
う
。
こ
う
し
て
先
祖
の
罪
の
報
い
は
子
孫
に
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も
問
わ
れ
る
の
で
す）

29
（

。」

黒
人
と
白
人
の
人
種
間
の
問
題
ほ
ど
深
刻
で
は
な
か
っ
た
が
、
そ
の
当
時
の
ア
メ
リ
カ
で
は
て
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
と

の
間
に
あ
る
程
度
ま
で
の
対
立
の
問
題
も
あ
っ
た
。
信
徒
数
に
お
い
て
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
が
少
数
で
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
徒
の
中

に
移
民
の
一
世
・
二
世
が
多
く
て
、
経
済
界
・
政
治
界
・
学
界
な
ど
で
ま
だ
あ
ま
り
社
会
進
出
し
て
い
な
か
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

カ
ト
リ
ッ
ク
と
他
の
宗
派
・
宗
教
と
の
接
近
を
積
極
的
に
強
調
し
た
二
バ
チ
カ
ン
公
会
議
の
前
の
時
代
に
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
と
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
の
信
徒
は
互
い
に
警
戒
し
て
い
た
の
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
よ
う
に
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
が
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
勉
強

す
る
こ
と
は
例
外
で
あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
自
身
は
こ
の
問
題
を
気
に
し
て
い
た
が
、
教
員
や
学
生
が
ほ
と
ん
ど
プ
ロ
テ
ス

タ
ン
ト
信
徒
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
が
で
き
た
。「
実
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
は
リ
ベ
ラ
ル
で
あ
り
、

す
べ
て
に
お
い
て
、
た
と
え
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
に
対
し
て
も
寛
容
的
で
す
。
こ
こ
の
『
異
教
徒
』
の
中
に
入
っ
て
い
ろ
い
ろ
覚
悟
を
し

て
い
ま
し
た
が
、
う
れ
し
い
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。
私
が
経
験
し
た
の
は
、
学
生
た
ち
と
教
授
た
ち
の
間
に
素
晴
ら
し
い
仲
間
意
識
と

親
切
心
ば
か
り
で
し
た
。
学
生
た
ち
は
大
部
分
既
婚
で
、
私
よ
り
も
年
が
上
で
す
が
、
私
を
仲
間
と
し
て
最
初
か
ら
温
か
く
受
け
入
れ

て
く
れ
ま
し
た）

30
（

。」

し
か
し
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
、
学
生
と
の
関
係
は
単
な
る
学
生
同
士
の
交
流
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
五
五
年
の

ク
リ
ス
マ
ス
に
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
数
名
の
学
友
を
招
待
し
て
簡
単
な
ク
ル
ス
マ
ス
会
を
開
い
た
が
、
そ
の
様
子
に
つ
い
て
の
報

告
か
ら
同
師
の
司
祭
と
し
て
の
意
識
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。「
お
客
さ
ん
た
ち
は
ほ
と
ん
ど
み
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
で
あ

っ
た
が
、
そ
の
な
か
に
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
も
仏
教
徒
も
、
ま
た
そ
の
他
の
異
教
徒
も
い
て
、
皆
ま
じ
め
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。
多
分
カ
ト

リ
ッ
ク
司
祭
の
話
を
聞
く
の
は
こ
れ
が
初
め
て
の
人
ば
か
り
だ
っ
た
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
誰
も
改
宗
さ
せ
な
か
っ
た
が
、
学
生
生

活
の
忙
し
さ
の
た
め
そ
れ
は
到
底
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
一
人
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
の
個
人
的
な
関
係
を
通
し
て
あ
る
程
度
の
先
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入
観
を
な
く
す
こ
と
が
で
き
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん）

31
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
五
五
年
の
夏
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
夏
季
講
座
を
受
講
し
て
い
た
間
、
ボ
ス
ト
ン
市
内
の
教
会
で

日
曜
日
の
ミ
サ
の
手
伝
い
も
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
集
中
勉
強
で
忙
し
か
っ
た
彼
に
と
っ
て
、
あ
る
意
味
で
気
分
転
換
で
も
あ
り
、
ア

メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
知
る
よ
い
機
会
で
も
あ
っ
た
。「
一
日
中
、
本
の
前
に
座
っ
て
い
る
と
、
一
般
の
人
々
の
日
常
生
活
を

あ
ま
り
認
識
で
き
ま
せ
ん
。
毎
日
曜
日
定
期
的
に
軍
基
地
で
告
解
と
二
回
の
ミ
サ
の
手
伝
を
し
て
い
た
が
、
今
年
の
夏
初
め
て
本
当
の

小
教
区
の
生
活
に
接
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
夏
季
講
座
を
受
講
す
る
た
め
に
ボ
ス
ト
ン
に
二
カ
月
滞
在
し
ま

し
た
が
、
土
曜
日
と
日
曜
日
に
一
五
〇
〇
〇
人
の
信
徒
も
い
る
小
教
区
で
手
伝
い
を
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
ボ
ス
ト
ン
は
か
つ
て
ほ
と

ん
ど
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
信
徒
ば
か
り
で
し
た
が
、
今
は
人
口
が
二
〇
〇
万
人
に
増
え
て
、
八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
ま
で
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒

で
す
。（
中
略
）
ア
メ
リ
カ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
活
発
的
で
前
進
し
て
い
ま
す）

32
（

。」

ま
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ボ
ス
ト
ン
に
移
っ
て
か
ら
、
定
期
的
日
曜
日
の
ミ
サ
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
ア
イ

ル
ラ
ン
ド
人
移
民
の
他
に
、
フ
ラ
ン
ス
（
カ
ナ
ダ
）
系
、
イ
タ
リ
ア
系
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
、
ド
イ
ツ
系
な
ど
の
ア
メ
リ
カ
人
の
た
め
に

そ
れ
ぞ
れ
教
会
が
建
て
ら
れ
た
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
イ
タ
リ
ア
系
の
小
教
区
で
ミ
サ
な
ど
の
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。同
師
は
ド
イ
ツ
人
に
も
か
か
わ
ら
ず
、信
徒
と
の
関
係
も
か
な
り
親
し
く
な
っ
た
こ
と
は
知
人
へ
の
手
紙
の
記
述
か
ら
わ
か
る
。「
私

が
手
伝
い
を
し
て
い
る
教
会
で
イ
タ
リ
ア
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
強
い
『
イ
タ
リ
ア
語
風
の
な
ま
り
』
を
身
に
つ

け
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
す
。
人
か
ら
『
イ
タ
リ
ア
人
で
す
か
』
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
そ
の
期
待
を
裏
切
ら

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
イ
タ
リ
ア
人
の
影
響
は
自
分
の
家
族
関
係
に
ま
で
及
ん
で
い
ま
す
。
と
い
う
の
は
、
五
月
に
姪
の
一
人
（
ア

メ
リ
カ
に
住
ん
で
い
る
唯
一
人
の
姪
）
の
イ
タ
リ
ア
系
の
人
と
の
結
婚
式
の
司
式
を
行
い
、
イ
タ
リ
ア
人
ら
し
い
熱
情
で
親
戚
の
一
人

と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
で
す）

33
（

。」
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博
士
課
程
の
修
了

一
九
五
七
年
三
月
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
博
士
課
程
の
総
合
試
験
に
合
格
し
た
の
で
、
残
っ
て
い
た
課
題
と
し
て
博
士
論
文
の

執
筆
だ
け
で
あ
っ
た
。
同
年
の
七
月
に
日
本
へ
戻
る
準
備
を
始
め
た
が
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
、
博
士
論
文
の
進
め
方
に
つ
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
た
。「
次
の
引
っ
越
し
の
準
備
、
す
な
わ
ち
、
日
本
へ
戻
る
準
備
を
し
て
い
ま
す
。
必
須
の
単
位
を
す
べ
て
取
得
し
て
、

三
月
に
博
士
課
程
の
総
合
試
験
に
合
格
し
ま
し
た
の
で
、
一
応
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
勉
強
が
終
わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
博
士
論
文

の
執
筆
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ
ほ
ど
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
日
本
の
資
料
に
基
づ
く
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
の
で
、

日
本
へ
戻
る
許
可
も
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
資
料
を
調
べ
る
こ
と
を
通
じ
て
私
が
日
本
語
を
ス
ラ
ス
ラ
と
読
む
よ
う
に
な
る
と
同

時
に
、
日
本
の
経
済
史
の
必
要
な
知
識
を
見
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
利
点
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の
知
識
は
将
来
南
山

大
学
の
活
動
で
役
立
て
る
こ
と
も
で
き
ま
す）

34
（

。」

と
こ
ろ
が
、
博
士
論
文
の
作
成
は
計
画
通
り
に
進
ま
な
か
っ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
ワ
シ
ン
ト
ン
留

学
中
に
目
の
病
気
に
か
か
っ
た
が
、
日
本
へ
戻
っ
た
ら
、
再
発
し
て
し
ま
っ
た
の
で
、
勉
強
が
一
時
的
に
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
五
八

年
の
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
報
告
の
中
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
論
文
は
あ
ま
り

進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
今
年
は
二
か
月
ぐ
ら
い
ち
ゃ
ん
と
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
た
が
、後
は
目
の
病
気
の
た
め
不
可
能
で
し
た
。
今
は
、

調
子
が
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
天
気
が
も
う
少
し
涼
し
く
な
っ
て
か
ら
全
力
で
作
業
を
再
開
す
る
つ
も
り
で
す
。
完
成
は
多
分
丸
一
年

か
か
る
で
し
ょ
う）

35
（

。」

ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
第
一
一
号
は
、
南
山
ア
ル
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
博
士
論
文
の

研
究
や
執
筆
に
つ
い
て
は
情
報
が
な
い
が
、
一
九
六
〇
年
七
月
付
の
第
十
二
号
に
掲
載
さ
れ
た
、
同
年
六
月
二
〇
日
に
ド
イ
ツ
の
旅

の
途
中
で
書
か
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
近
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
結
局
論
文
を
完
成
し
て
、
そ
し
て
審
査
を
合
格
し
た
の
は
、
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一
九
六
〇
年
の
春
で
あ
っ
た
。「
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
博
士
課
程
は
無
事
修
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
そ
の
あ
と
ボ
ス
ト
ン
の
知
り
合
い

と
大
変
親
し
く
な
っ
た
友
人
と
の
送
別
会
が
あ
り
ま
し
た
。（
中
略
）
五
月
二
日
に
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ン
に
着
き
ま
し
た
が
、

八
月
一
六
日
に
日
本
へ
戻
り
、
秋
学
期
か
ら
授
業
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
日
本
語
で
。
そ
れ
は
非
常
に
骨
折
れ

ま
す
が
、
少
な
く
と
も
最
初
は
誰
か
助
け
て
く
れ
る
人
を
雇
う
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う）

36
（

。」
こ
れ
で
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
三
回

目
の
来
日
と
な
り
ま
し
た
（
一
九
五
二
年
に
日
本
へ
、
一
九
五
四
年
に
ア
メ
リ
カ
へ
、
一
九
五
七
年
に
日
本
へ
、
一
九
五
九
年
ア
メ
リ

カ
、
一
九
六
〇
年
に
ド
イ
ツ
経
由
で
日
本
へ）

37
（

）。

博
士
論
文
を
完
成
し
て
審
査
を
無
事
合
格
し
て
日
本
に
戻
っ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
博
士
論
文
を
ア
メ
リ
カ
で
も
日
本
で
も

出
版
に
向
け
て
研
究
を
続
け
た
。
一
九
六
一
年
の
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
述
べ
て
い
る
よ
う
に
「
大
切
な
の
は
、研
究
を
続
け
、

論
文
を
発
表
す
る
こ
と
で
す
。
今
論
文
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
博
士
論
文
は
少
し
手
を
入
れ
て
か
ら
で
な
い
と
単
行
本

と
し
て
出
版
で
き
ま
せ
ん
が
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
出
版
す
る
と
、
費
用
が
か
り
ま
せ
ん）

38
（

。」
博
士
論
文
の
出
版
に
つ
い
て
は
、
ニ
ュ

ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
触
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
英
語
版
は
一
九
六
四
年
に
、
日
本
語
版
は
一
九
六
五
年
に
出
版
さ
れ
た）

39
（

。

Ⅱ　

南
山
大
学
学
長
着
任
ま
で
の
活
動

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
南
山
大
学
に
赴
任
し
た
一
九
六
〇
年
九
月
以
後
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
記
載
さ
れ
た
近
況
報
告
は
、
大
学

の
発
展
と
本
人
の
大
学
で
の
活
動
と
共
に
大
学
に
お
け
る
神
言
会
の
宗
教
活
動
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
近
況
報
告
の
内
容
か
ら

わ
か
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
自
分
の
宣
教
師
で
あ
る
こ
と
を
明
確
に
意
識
し
て
、
南
山
大
学
で
の
教
育
活
動
を
宣
教
活

動
の
一
環
と
し
て
見
て
い
た
。
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南
山
大
学
で
の
教
育
活
動
と
宗
教
活
動

一
九
六
〇
年
代
か
ら
南
山
大
学
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
移
転
な
ど
、
次
第
に
拡
大
し
発
展
し
て
き
た
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
大

学
の
発
展
に
つ
い
て
一
九
六
二
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
誇
ら
し
げ
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
大
学
は
こ
の
数
年
間
う
ま

く
行
っ
て
い
て
、
教
育
の
レ
ベ
ル
も
評
判
も
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
学
生
数
も
増
や
さ
な
け
れ
ば
な
ら
い
な
い
。
経
済
学
部

の
中
で
経
営
学
科
と
経
済
学
の
大
学
院
を
来
年
の
復
活
祭
ま
で
に
設
置
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
学
生
数
を
三
〇
〇
〇
人
ま
で
増
や
す
予

定
で
す）

40
（

。」
同
様
に
、
翌
日
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
、
大
学
が
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
移
転
し
て
、
経
営
学
科
と
大
学
院
の
設
置
、

学
部
の
学
生
の
増
加
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。「
合
計
で
学
生
数
が
二
五
〇
〇
人
に
増
え
ま
し
た
が
、
そ
の
半
分
ぐ
ら
い
は
復
活
祭

か
ら
新
し
い
学
科
が
設
置
さ
れ
た
経
済
学
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
大
学
院
で
修
士
と
博
士
の
学
位
を
授
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
大
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
教
員
も
数
名
採
用
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
で
教
員
の
中
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
比
重
が

少
な
く
な
り
ま
し
た）

41
（

。」
こ
こ
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
、
大
学
の
拡
大
と
発
展
と
共
に
大
学
に
お
け
る
カ
ト
リ
ッ
ク
大

学
と
し
て
の
存
在
も
関
心
事
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

実
は
、
南
山
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
し
て
の
意
味
、
宣
教
活
動
の
場
と
し
て
の
意
味
は
、
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
近
況
報
告
の
テ

ー
マ
と
し
て
良
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。「
我
々
の
最
新
の
計
画
の
一
つ
は
、
神
言
会
の
多
治
見
修
道
院
を
利
用
し
て
学
生
向
け
の

合
宿
や
講
習
会
を
行
う
企
画
で
す
。
信
者
で
な
い
学
生
を
対
象
に
夏
休
に
三
回
、
三
日
間
ず
つ
の
わ
か
り
や
す
い
宗
教
的
な
テ
ー
マ
で

合
宿
を
開
催
す
る
こ
と
が
す
で
に
決
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
企
画
を
正
し
い
方
法
で
進
め
て
、
継
続
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
神

の
祝
福
が
あ
り
ま
よ
う
に
。
と
い
う
の
は
、
信
仰
を
広
め
る
道
具
に
な
ら
な
け
れ
ば
、
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
と
し
て
は
何
の
役
に
立
た
な

い
か
ら
で
す）

42
（

。」
こ
れ
ら
の
合
宿
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
一
九
六
三
年
の
報
告
の
中
に
詳
述
し
て
い
る
。「
学
生
た
ち
は
土
曜
日

に
一
人
の
神
父
と
共
に
そ
こ
に
行
っ
て
、
日
曜
日
の
夜
ま
で
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し
て
、
と
り
わ
け
宗
教
に
つ
い
て
の
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話
を
聞
き
、
真
夜
中
過
ぎ
ま
で
話
し
合
い
ま
す
。
日
曜
日
の
朝
に
ミ
サ
が
あ
り
ま
す
が
、
日
本
一
の
美
し
い
歌
ミ
サ
で
す
。
こ
れ
は
ほ

と
ん
ど
の
学
生
に
と
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
教
と
最
初
の
個
人
的
な
出
会
い
に
な
り
ま
す
。
教
室
で
の
授
業
は
個
人
的
な
出
会
い
と
言
え
な

い
か
ら
で
す
。
洗
礼
準
備
の
勉
強
を
す
る
学
生
数
が
最
近
何
倍
も
増
え
て
い
て
、
今
年
の
復
活
祭
に
洗
礼
を
受
け
た
人
は
初
め
て
一
〇

人
を
超
え
て
十
四
人
も
い
ま
し
た）

43
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
自
身
も
合
宿
に
参
加
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
が
、
一
九
六
六
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
次
の
よ
う
に
感
想
を
述

べ
て
い
る
。「
そ
こ
で
、
自
分
が
も
う
若
く
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
深
夜
ま
で
学
生
た
ち
と
話
し
合
い
、
畳
の
上
で
寝
て
、
二
、

三
時
ま
で
隣
の
部
屋
で
人
々
が
話
し
続
け
て
い
る
の
を
聞
き
、
ま
す
ま
す
く
た
び
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
し
か
し
、
み
な
で
ゲ
ー
ム
を
し

た
り
、
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
を
し
た
り
し
て
、
同
時
に
大
変
楽
し
く
、
心
の
若
返
り
と
な
り
ま
す）

44
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
活
動
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
学
生
の
海
外
旅
行
の
付
き
添
い
で
あ
っ

た
。
一
九
六
八
年
の
夏
に
一
〇
週
間
、
三
七
人
の
学
生
を
ド
イ
ツ
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ

ル
ギ
ー
に
連
れ
て
行
っ
た
。
旅
行
中
に
各
地
の
見
物
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
の
ほ
か
に
、
教
会
で
ミ
サ
に
参
加
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。「
学

生
の
中
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
は
一
人
し
か
い
な
か
っ
た
が
、
み
ん
な
で
何
度
か
ミ
サ
に
参
加
し
ま
し
た
。
我
々
の
学
生
た
ち
は
、
い
わ

ば『
洗
礼
を
受
け
て
い
い
な
い
キ
リ
ス
ト
者
』と
い
っ
て
も
い
い
で
し
ょ
う
。（
も
ち
ろ
ん
、洗
礼
を
受
け
た『
非
キ
リ
ス
ト
者
的
な
人
も
』

い
ま
す
。）
ロ
ー
マ
で
、
正
確
に
い
え
ば
、
教
皇
の
避
暑
用
山
荘
カ
ス
テ
ル
・
ガ
ン
ド
ル
フ
ォ
で
、
教
皇
謁
見
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、

我
々
の
団
体
の
三
人
は
直
接
教
皇
と
話
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
日
、
ソ
連
軍
の
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
進
駐
の
ニ
ュ
ー

ス
が
伝
え
ら
れ
た
の
で
、
学
生
た
ち
に
と
っ
て
一
生
忘
れ
ら
れ
な
い
一
日
と
な
る
で
し
ょ
う）

45
（

。」

学
生
と
の
も
う
一
つ
の
接
点
は
神
言
会
が
設
置
し
管
理
し
て
い
た
、「
ヨ
ハ
ネ
館
」
と
い
う
男
子
学
生
寮
で
あ
っ
た
。
南
山
大
学
に

全
国
か
ら
学
生
を
募
集
し
や
す
く
す
る
目
的
も
あ
っ
た
が
、
神
言
会
会
員
が
寮
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
た
の
で
、
宣
教
・
司
牧
活
動
と
し
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て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
一
九
六
九
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
で
そ
の
計
画
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。「
我
々
は
ず
っ
と
前
か
ら
大
規
模
な
学
生
寮
を
建
て
る
計
画
が
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
実
現
と
な
る
で
し
ょ
う
。
一
二
〇
名
の

男
子
学
生
を
収
容
で
き
る
寮
で
す
が
、
遠
方
か
ら
も
学
生
を
受
け
入
れ
、
指
導
を
与
え
る
た
め
で
す
。
神
言
会
司
祭
三
人
も
一
緒
に
入

居
し
、
寮
の
運
営
と
管
理
の
責
任
を
負
い
、
重
要
な
宣
教
活
動
と
な
り
ま
す
。
建
設
費
の
半
分
ぐ
ら
い
（
四
〇
パ
ー
セ
ン
ト
）
は
ド
イ

ツ
の
司
教
団
か
ら
も
ら
い
、
残
り
は
神
言
会
の
負
担
に
な
り
ま
す
が
、
我
々
の
企
画
の
中
で
非
常
に
重
要
な
も
の
で
す
か
ら
、
各
会
員

が
協
力
し
て
募
金
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私
の
分
と
し
て
は
三
万
ド
イ
ツ
マ
ル
ク
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

う
ま
く
い
く
で
し
ょ
う
か）

46
（

。」

南
山
大
学
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
宗
教
科
目
も
当
然
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
自
身
は
専

門
で
あ
っ
た
経
済
学
を
教
え
な
が
ら
宗
教
科
目
も
担
当
し
て
い
た
。
当
時
の
南
山
大
学
の
宗
教
教
育
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。「
最
近
、
宗
教
科
目
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
ま
し
た
。
学
生
は
四
年
間
を
通
し
て
学
期
ご
と
に
な
ん
ら
か
な
形
で

宗
教
の
テ
ー
マ
を
扱
っ
て
い
る
科
目
を
履
修
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、
上
級
学
年
で
は
幅
の
広
い
選
択
肢
が
あ
り
ま
す
。
合
計

一
六
の
専
門
科
目
で
純
粋
神
学
的
な
問
題
と
と
も
に
、
キ
リ
ス
ト
教
と
哲
学
・
文
学
・
経
済
学
な
ど
の
分
野
と
の
関
係
が
扱
わ
れ
て
い

ま
す
。
私
は
来
年
、「
キ
リ
ス
ト
教
と
マ
ル
ク
ス
主
義
に
お
け
る
人
間
像
」
と
い
う
講
義
を
開
講
す
る
予
定
で
す）

47
（

。」

一
九
七
〇
年
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
夏
休
み
を
利
用
し
て
学
生
を
引
率
し
て
長
崎
と
五
島
列
島
へ
旅
行
し
た
。
こ
の
旅
行
は
同

師
に
と
っ
て
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
状
況
を
直
接
に
知
る
貴
重
な
経
験
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。「
こ
れ
は
、
日
本
の
キ
リ
ス
ト
教
の

ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
長
崎
と
五
島
列
島
へ
の
最
初
の
旅
で
し
た
が
、
こ
の
地
方
、
特
に
五
島
列
島
は
本
州
の
経
済
中
心
地
で
あ
る
名
古

屋
や
そ
の
他
の
地
方
と
く
ら
べ
れ
ば
発
展
が
遅
れ
て
い
ま
す
。
島
の
人
々
は
貧
し
い
漁
師
で
す
の
で
、
子
供
た
ち
は
一
六
歳
の
時
か
ら

工
場
へ
出
稼
ぎ
に
行
き
ま
す
。
こ
の
地
方
に
は
全
国
の
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
の
人
口
の
半
分
が
住
ん
で
い
ま
す
が
、
今
年
神
言
神
学
院
で
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司
祭
に
叙
階
さ
れ
た
七
人
の
司
祭
の
中
に
六
人
も
こ
の
地
方
の
出
身
者
で
す
。
ま
た
、
長
崎
は
殉
教
者
と
原
爆
の
地
で
も
あ
り
ま
す
。

長
崎
に
は
神
言
会
の
小
神
学
校
、
男
子
中
学
・
高
等
学
校
、
そ
し
て
小
教
区
が
あ
り
ま
す
。
五
島
で
学
生
た
ち
と
過
ご
し
た
こ
の
早
春

の
日
々
は
、
現
実
の
世
界
よ
り
も
本
か
ら
世
界
を
学
ぶ
こ
と
が
多
い
『
本
の
虫
』
の
私
に
と
っ
て
小
さ
な
喜
び
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
ま

す）
48
（

。」南
山
大
学
の
キ
リ
ス
ト
教
的
な
雰
囲
気
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
大
事
な
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
大
学
の
近
く
に
神
言
会

会
員
養
成
の
場
と
し
て
建
て
ら
れ
た
神
言
神
学
院
の
建
設
を
大
い
に
歓
迎
し
て
、
大
学
の
た
め
に
も
存
在
の
意
味
が
大
き
い
と
考
え
て

い
た
。「
新
し
い
神
学
校
の
建
設
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。
建
物
は
大
学
の
新
し
い
キ
ャ
ン
パ
ス
に
建
て
ら
れ
る
予
定
で
す
が
、
大
学

に
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
特
色
を
与
え
る
で
し
ょ
う）

49
（

。」
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
六
六
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
報
告
の
中
に
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
神
言
神
学
院
の
聖
堂
は
大
学
生
の
た
め
に
も
使
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。「
新
し
い
神
学
院
は
、
現
代
調
で
と

て
も
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。（
中
略
）
学
生
た
ち
の
た
め
に
も
使
え
ま
す
。（
中
略
）
今
ま
で
学
生
の
た
め
の
聖
堂
が
な
か
っ
た
の
で

す）
50
（

。」
南
山
大
学
と
神
言
会

南
山
大
学
で
の
教
育
活
動
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
自
身
だ
け
で
は
な
く
、
神
言
会
の
大
き
な
共
同
活
動
で
も
あ
っ
た
の
で
、
ニ

ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
報
告
の
中
に
同
師
が
神
言
会
の
日
本
管
区
の
発
展
だ
け
で
は
な
く
、
全
世
界
の
神
言
会
の
動
き
に
つ
い
て
の
言
及
が

多
か
っ
た
こ
と
も
当
然
で
あ
ろ
う
。
一
九
五
八
年
、
ま
だ
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
こ
ろ
、
神
言
会
全
体
、
特
に
日
本
の
将
来
の
た
め
に
新

し
い
会
員
の
確
保
の
問
題
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
ド
イ
ツ
で
は
、
危
機
感
が
ま
だ
あ
ま
り
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

ア
メ
リ
カ
と
そ
の
他
の
宣
教
地
で
は
、
大
き
な
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
海
外
宣
教
の
経
験
の
あ
る
人
が
総
会
長
に
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選
ば
れ
た
こ
と
と
最
近
の
総
会
で
こ
れ
に
つ
い
て
根
本
的
な
取
り
組
み
を
決
め
た
こ
と
は
歓
迎
す
べ
き
で
す
。
総
会
長
は
一
〇
月
に
日

本
を
訪
問
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
が
多
い
で
す
。
日
本
管
区
所
属
会
員
の
平
均
年
齢
は
、

神
言
会
全
体
の
平
均
年
齢
を
一
〇
年
も
上
回
っ
て
い
ま
す
の
で
、
若
い
会
員
が
も
っ
と
必
要
で
す）

51
（

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
こ
こ
で
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
な
い
が
、
一
般
的
に
言
え
ば
神
言
会
日
本
管
区
が
こ
の
こ

ろ
直
面
し
て
い
た
問
題
は
南
山
大
学
を
は
じ
め
、
南
山
学
園
の
将
来
構
想
、
特
に
大
学
の
発
展
と
そ
れ
に
伴
う
資
金
調
達
と
会
員
の
配

置
、
神
言
会
の
日
本
人
の
会
員
の
養
成
、
神
言
会
が
担
当
し
て
い
た
小
教
区
な
ど
で
あ
っ
た）

52
（

。
実
は
、
一
九
六
二
年
、
総
会
長
ヨ
ハ
ネ

ス
・
シ
ュ
ッ
テ
（Johannes Schütte, 1913-1971

）
は
一
カ
月
の
間
日
本
管
区
を
訪
問
し
、
い
く
つ
か
の
問
題
に
つ
い
て
の
協
議
に
参

加
し
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
一
つ
は
南
山
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
移
転
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。「
過

去
も
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
現
在
で
も
、
人
事
の
レ
ベ
ル
の
問
題
な
の
か
長
期
計
画
の
問
題
な
の
か
区
別
す
る
こ
と
が
難
し
い
問
題
が

多
い
で
す
。
大
学
の
新
キ
ャ
ン
パ
ス
へ
の
移
転
は
数
百
万
も
か
か
り
ま
す
が
、
そ
の
費
用
を
賄
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い
る
だ
け

人
数
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
が
あ
り
ま
す
の
で
、
現
場
で
最
終
的
な
決
定
が
必
要
で
す
。
幸
い
に
、
飛
行
機
の
時
代
で
あ
っ
て
、
こ

の
時
代
に
か
な
っ
た
総
会
長
も
い
ま
す）

53
（

。」

実
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
日
本
管
区
だ
け
で
は
な
く
神
言
会
全
体
の
将
来
構
想
と
長
期
計
画
の
立
案
に
直
接
関
わ
っ
た
こ
と

も
あ
っ
た
。
一
九
六
八
年
の
神
言
会
総
会
で
は
、
全
世
界
の
神
言
会
の
現
状
を
調
べ
て
把
握
し
た
上
、
将
来
構
想
と
長
期
計
画
の
提
案

を
提
出
す
る
た
め
に
「
神
言
会
実
行
点
検
委
員
会
」
の
設
置
が
決
め
ら
れ
た
。
一
九
七
〇
年
三
月
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
こ
の
委

員
会
の
日
本
・
台
湾
の
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に
任
命
さ
れ
、
ロ
ー
マ
の
近
郊
に
あ
る
ネ
ミ
で
「
総
本
部
の
関
係
者
と
共
に
二
週
間
、

神
言
会
の
自
己
点
検
評
価
を
ど
の
よ
う
に
実
施
す
べ
き
か
に
つ
い
て
協
議
し
ま
し
た）

54
（

。」

南
山
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
い
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
を
重
要
視
し
て
い
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
大
学
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の
将
来
構
想
と
神
言
会
会
員
の
役
職
者
と
教
員
と
し
て
の
配
置
も
大
き
な
関
心
事
で
あ
っ
た
。
将
来
に
つ
い
て
の
心
配
に
つ
い
て
は
、

一
九
七
一
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
南
山
大
学
は
一
流
の
大
学
に
発
展
し
て
、
他
の
大
学
と
同
じ

よ
う
に
時
事
問
題
に
悩
ん
で
い
ま
す
。（
中
略
）
財
政
の
面
に
お
い
て
も
苦
境
に
陥
っ
て
い
ま
す
が
、
大
学
の
予
算
が
大
き
す
ぎ
て
、

神
言
会
は
も
う
助
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
大
学
の
ほ
う
で
新
し
い
財
源
を
開
発
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
関
連
し

て
、
学
園
全
体
（
大
学
・
短
大
・
中
学
校
・
高
等
学
校
）
の
な
か
の
神
言
会
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
見
直
し
が
必
要
で
す
。
日
本
人

の
会
員
は
今
の
段
階
で
は
そ
う
簡
単
に
高
級
役
職
に
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。（
高
校
な
ら
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
）。
外
国
人

の
役
職
者
に
関
し
て
は
、
も
う
時
代
遅
れ
で
す
。
結
局
は
、
大
事
な
の
は
「
神
言
会
の
大
学
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
む
し

ろ
、
キ
リ
ス
ト
教
的
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
大
学
で
あ
り
、
教
会
に
と
っ
て
意
味
の
あ
る
大
学
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す）

55
（

。」

翌
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
近
況
報
告
の
中
に
も
、
同
様
に
将
来
に
つ
い
て
の
不
安
が
見
ら
れ
る
。「
大
学
で
は
い
く
つ
か
の
新
し

い
計
画
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
特
に
大
事
な
の
は
、
南
山
大
学
を
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
学
と
し
て
の
性
格
を
強
化
す
る
こ
と
で
す
。
そ

の
た
め
に
、
学
長
が
神
言
会
会
員
で
な
い
場
合
で
も
、
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
性
格
が
残
る
よ
う
に
き
ち
ん
と
し
た
組
織
を
作
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
神
言
会
は
、
も
う
数
年
前
か
ら
南
山
学
園
に
金
銭
的
な
援
助
は
し
て
い
ま
せ
ん
。
か
え
っ
て
、
会
員
の
給
料
と
し
て

学
園
の
ほ
う
か
ら
お
金
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
優
秀
な
会
員
（
日
本
人
も
外
国
人
も
共
に
）
が
も
っ
と
必
要
で
す
。
現
在
、

神
言
会
日
本
管
区
で
総
会
を
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
今
度
の
神
言
会
の
総
会
は
ど

の
方
向
に
進
む
で
し
ょ
う
か
。
聖
霊
が
力
強
く
導
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
に
願
っ
て
、
互
い
に
お
祈
り
し
ま
し
ょ
う）

56
（

。」
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大
学
紛
争

一
九
六
〇
年
代
末
か
ら
始
ま
り
、
間
も
な
く
全
国
に
広
が
っ
た
学
生
運
動
は
、
一
九
六
九
年
か
ら
南
山
大
学
に
も
姿
が
現
れ
た
。
南

山
大
学
に
お
い
て
の
学
生
運
動
は
、
学
生
自
治
権
や
授
業
料
な
ど
の
問
題
を
巡
っ
て
学
生
デ
モ
や
ス
ト
ラ
イ
キ
な
ど
の
事
件
で
段
々
エ

ス
カ
レ
ー
ト
し
て
、
一
九
六
九
年
の
二
度
の
「
学
生
委
員
会
室
占
拠
事
件
」、
一
九
七
一
年
の
「
沼
澤
学
長
監
禁
事
件
」
も
起
こ
り
、

全
部
で
三
度
に
わ
た
っ
て
機
動
隊
の
出
動
に
よ
っ
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ほ
ど
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た）

57
（

。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー

師
自
身
は
、
学
長
補
佐
と
し
て
沼
澤
学
長
と
共
に
学
長
室
に
過
激
派
の
学
生
に
よ
っ
て
監
禁
状
態
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
様
子
に

つ
い
て
、
一
九
七
一
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
次
の
よ
う
に
詳
細
に
述
べ
て
い
る
。「
翌
日
、
記
憶
に
残
る
六
月
一
六
日
に
、

一
時
か
ら
文
学
部
と
学
長
、
大
学
執
行
部
と
の
会
合
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
私
た
ち
は
二
時
ご
ろ
か
ら
閉
じ
込
め
ら
れ
、
退
室

で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
四
時
ご
ろ
、
学
生
た
ち
は
会
議
室
に
押
し
か
け
て
き
て
学
長
を
包
囲
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
か
れ

は
四
時
間
ぐ
ら
い
、
動
け
な
い
ほ
ど
学
生
た
ち
に
と
り
囲
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は
学
長
補
佐
と
し
て
彼
を
助
け
よ
う
と
し
て
、
身
体

的
に
も
取
っ
組
み
合
う
こ
と
さ
え
余
儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
沼
澤
神
父
は
ト
イ
レ
に
行
く
こ
と
は
許
さ
れ
た
が
、
必
ず
『
抑
留
り
』
に

戻
っ
て
く
る
と
い
う
固
い
約
束
を
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち
は
彼
に
そ
の
場
で
い
く
つ
か
の
点
に
お
い
て
大
幅
で
無
理
な
譲
渡
を

す
る
よ
う
に
要
求
し
ま
し
た
。
四
、五
回
も
身
体
的
な
力
を
使
っ
て
脱
出
の
試
み
を
し
ま
し
た
が
、
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た
。
沼
澤
神

父
は
も
と
も
と
健
康
状
態
が
よ
く
な
い
が
、
医
者
は
二
回
も
来
て
診
察
し
た
結
果
、
生
死
に
関
わ
る
ほ
ど
の
高
血
圧
の
疑
い
が
あ
る
と

判
断
し
ま
し
た
の
で
、
結
局
特
別
出
動
隊
を
呼
ば
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
場
で
学
生
が
二
四
人
逮
捕
さ
れ
ま
し
た
が
、
残
り

は
慌
て
て
姿
を
消
し
ま
し
た
。
こ
れ
で
本
格
的
な
大
騒
ぎ
に
な
り
ま
し
た
。
沼
澤
神
父
は
入
院
し
ま
し
た
の
で
、
私
が
（
今
日
ま
で
）

学
長
の
代
理
と
な
っ
て
、
大
学
敷
地
を
閉
鎖
（
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト
）
し
て
、
授
業
を
三
日
間
休
講
措
置
を
取
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
間
、
学
生
た
ち
と
話
し
合
い
を
す
る
た
め
に
、
大
学
の
管
理
職
五
人
で
学
生
二
○
○
○
人
を
対
象
に
説
明
会
を
開
き
ま
し
た
が
、
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過
激
派
か
ら
怒
鳴
り
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
翌
日
、私
は
一
人
で
大
教
室
で
過
激
派
の
学
生
た
ち
と
五
時
間
も『
討
論
』を
し
ま
し
た
。（
中

略
）
結
局
、
全
学
集
会
が
開
か
れ
て
、
幸
い
に
『
大
学
に
対
す
る
無
期
限
の
ス
ト
ラ
イ
キ
』
に
つ
い
て
の
投
票
で
学
生
の
三
分
の
二
の

割
合
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。
今
、
夏
休
み
が
始
ま
り
ま
し
た
の
で
、
秋
学
期
の
小
衝
突
に
備
え
る
た
め
の
一
息
つ
く
時
間
が
あ
り
ま

す
。
若
い
教
員
た
ち
の
な
か
に
『
左
寄
り
』
の
人
も
い
ま
す
が
、
少
な
く
と
も
教
員
の
中
で
一
体
感
を
作
る
こ
と
が
大
事
で
す）

58
（

。」

以
上
の
記
述
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
大
学
紛
争
の
最
前
線
に
立
っ
て
い
た
も
の
と
し
て
、
非
常
に
困
難
な

状
況
に
直
面
し
て
い
た
。
し
か
し
、
自
ら
監
禁
状
態
に
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
あ
る
意
味
で
学
生
が
望
ん
で
い
た
改
革
に

理
解
を
示
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
実
は
、
学
生
運
動
と
ほ
ぼ
同
じ
こ
ろ
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
な
か
に
も
改
革
運
動
が
行
わ
れ
て
い

る
時
代
で
も
あ
っ
た
。
一
九
六
二
年
一
〇
月
か
ら
一
九
六
四
年
一
二
月
ま
で
、
教
会
の
現
代
化
、
す
な
わ
ち
現
代
社
会
に
お
け
る
教
会

の
存
在
の
意
味
を
再
理
解
し
、
伝
統
を
守
り
な
が
ら
必
要
な
改
革
を
進
め
現
代
社
会
に
開
か
れ
た
教
会
を
目
指
し
た
第
二
バ
チ
カ
ン
公

会
議
が
開
か
れ
た
。
そ
の
後
、
公
会
議
の
取
り
決
め
に
従
っ
て
、
典
礼
の
改
革
、
聖
職
者
・
修
道
者
の
養
成
と
生
活
の
刷
新
、
一
般
信

徒
の
信
仰
生
活
の
刷
新
の
教
会
内
の
改
革
を
始
め
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
諸
教
会
と
の
教
会
合
同
運
動
、
諸
宗
教
と
の
対
話
、
社
会
正
義

の
実
現
な
ど
の
取
り
組
み
が
導
入
さ
れ
た
。
前
述
の
「
学
長
監
禁
事
件
」
の
報
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
ヒ
ル

シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
学
生
運
動
を
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
内
の
改
革
に
例
え
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
こ
の
事
件
で
私
に
は
一
つ

の
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
『
爆
破
班
』
が
な
け
れ
ば
、
私
た
ち
は
座
し
て
決
し
て
思
い
切
っ
た
改
革
を
決
定
し
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
こ
れ
か
ら
生
き
残
る
た
め
に
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
二
年
前
に
似
た
よ
う
な
問
題
が
あ
り

ま
し
た
が
、
改
革
を
導
入
す
る
た
び
に
『
そ
れ
で
よ
く
な
っ
た
』
と
言
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
残
念
な
が
ら
こ
の
プ
ロ
セ
ッ
ス
は
破
壊

が
伴
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
貴
重
な
も
の
ま
で
も
壊
さ
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
の
で
、
教
会
に
お
い
て
も
革
命
は
少
し
も
楽
し
く
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
基
本
的
な
こ
と
は
何
も
決
ま
ら
な
い
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は
、
精
神
を
狂
わ
せ
る
『
革
命
』
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に
う
ん
ざ
り
し
て
い
る
一
人
の
教
育
者
の
感
想
に
す
ぎ
ま
せ
ん
が
…
…）

59
（

。」

Ⅲ　

学
長
着
任
と
そ
の
後
の
活
動
に
つ
い
て

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
七
二
年
度
か
ら
南
山
大
学
大
学
長
に
着
任
し
た
。
一
九
七
三
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載

さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
書
い
た
一
九
七
二
年
一
二
月
付
の
手
紙
の
近
況
報
告
に
よ
れ
ば
、
学
長
任
命
は
予
期
し
な
い
驚
き
で

あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
次
期
大
学
長
に
は
神
言
会
会
員
で
は
な
く
、
日
本
人
の
一
般
信
徒
の
教
員
が
な
る
こ
と
を
期
待

し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。「
昨
年
末
、
私
た
ち
の
学
長
は
一
五
年
間
も
務
め
て
き
た
学
長
職
を
三
月
を
以
て
辞
め
た
い
と
言
い
出
し
ま

し
た
の
で
、
次
期
学
長
の
選
定
を
始
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
協
議
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
神
言
会
総
本
部
関
係
者
が
一
人
来

ま
し
た
。
日
本
の
神
言
会
会
員
と
し
て
は
、
次
期
学
長
に
カ
ト
リ
ッ
ク
の
一
般
信
徒
が
な
る
べ
き
だ
と
同
意
し
て
い
ま
し
た
が
、
事
態

は
そ
れ
と
は
違
う
方
向
に
展
開
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
理
事
会
で
南
山
の
カ
ト
リ
ッ
ク
の
性
格
を
固
め
る
た
め
に
は
神
言
会
会
員
が
ま

だ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
が
多
い
の
で
、
学
長
に
は
神
言
会
会
員
そ
れ
も
私
が
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
ま
さ
に
カ
ト
リ
ッ
ク

の
信
徒
た
ち
が
主
張
し
た
か
ら
で
す
。
結
局
、
私
は
い
や
お
う
な
し
に
引
き
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た）

60
（

。」

学
長
方
針
、
宗
教
文
化
研
究
所
、
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー

同
じ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
学
長
方
針
と
南
山
大
学
の
長
期
計
画
に
つ
い
て
述
べ
た
。「
私
は
さ
ま

ざ
ま
な
新
聞
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、
最
優
先
課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
南
山
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
性
格
と
国
際
性
を
さ
ら
に

強
化
す
る
こ
と
だ
と
主
張
し
ま
し
た
。」
ま
た
、
も
っ
と
具
体
的
に
い
く
つ
か
の
計
画
を
紹
介
し
た
が
、
た
と
え
ば
、
将
来
の
交
流
協
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定
の
締
結
に
向
け
て
、
海
外
の
大
学
と
の
新
し
い
関
係
を
作
る
た
め
に
伊
藤
孝
一
先
生
を
七
週
間
の
ア
メ
リ
カ
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
出

張
を
頼
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
、
キ
ャ
ン
パ
ス
整
備
の
計
画
と
し
て
、
四
三
○
○
人
に
ま
で
増
え
た
学
生
を
収
容
す
る
た
め
に
新
し
い
教
室

棟
の
建
設
計
画
も
挙
げ
た）

61
（

。

同
時
に
、
神
言
会
の
企
画
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
の
は
、
後
で
「
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と
名
付
け
ら
れ
た
学
生
向
け
の
宗
教
活
動
の
た

め
の
施
設
の
新
築
工
事
と
、
キ
リ
ス
ト
教
を
含
め
宗
教
と
文
化
を
学
際
的
な
視
点
か
ら
研
究
を
進
め
る
場
と
し
て
の
研
究
所
の
創
設
で

あ
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
後
者
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
最
も
大
き
な
企
画
は
、『
宗
教
文
化
研
究
所
』
の

創
設
で
す
。
私
は
夏
休
み
を
利
用
し
て
そ
の
下
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、
若
い
研
究
者
と
経
験
豊
か
な
学
者
た
ち
が
チ
ー
ム
を
組

ん
で
、
宗
教
と
文
化
の
問
題
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
研
究
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
問
題
を
一
つ
の
特
定
の
方
向
か

ら
、
た
と
え
ば
仏
教
研
究
を
専
門
的
に
研
究
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
観
点
か
ら
（
歴
史
、
文
学
、
芸
術
、
哲
学
、
人
類
学
、
神

学
、
諸
宗
教
学
な
ど
）
研
究
を
進
め
る
こ
と
が
目
的
で
す
。
ち
な
み
に
、
研
究
所
の
最
初
の
所
長
に
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
デ
ュ
モ
リ

ン
師
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す︶

62
︵

。」

ま
た
、
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
に
関
し
て
は
一
九
七
三
年
の
秋
に
開
館
式
が
行
わ
れ
た
。
図
書
室
、
会
議
室
、
ス
テ
ー
ジ
、
静
か
な
小
聖

堂
な
ど
も
あ
り
、
宗
教
活
動
を
は
じ
め
学
生
の
様
々
な
活
動
が
で
き
る
場
と
し
て
神
言
会
に
よ
っ
て
建
て
ら
れ
、
神
言
会
会
員
が
住
込

み
、
運
営
と
管
理
に
当
た
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
自
身
は
、
学
長
に
な
っ
て
か
ら
直
接
に
宗
教
活
動
に
参
加
で

き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
の
活
動
に
大
い
に
期
待
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。「
数
年
前
ま
で
は
私
も
学
生
の

司
牧
活
動
に
直
接
に
携
わ
っ
て
い
た
が
、
今
は
別
の
形
で
、
例
え
ば
、
総
合
計
画
を
通
じ
て
、
間
接
的
に
し
か
で
き
ま
せ
ん
。
若
い
神

言
会
会
員
や
名
古
屋
教
区
所
属
の
司
祭
た
ち
が
宣
教
司
牧
活
動
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
見
ま
す
と
、
本
当
に
う
れ
し
く
思

い
ま
す）

63
（

。」
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ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
学
長
に
な
る
と
忙
し
く
な
っ
た
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
一
九
七
三
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー

に
掲
載
さ
れ
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
七
二
年
一
二
月
付
で
書
い
た
手
紙
か
ら
そ
の
日
課
の
忙
し
さ
が
う
か
が
え
る
。「
毎

日
朝
早
く
か
ら
朝
の
祈
り
、
ミ
サ
、
黙
想
を
。
朝
食
、
そ
の
後
ち
ょ
っ
と
新
聞
を
読
ん
で
か
ら
、
八
時
一
五
分
ご
ろ
大
学
ま
で
二
〇
分

歩
い
て
い
き
ま
す
。
掃
除
婦
が
ま
だ
仕
事
中
で
す
が
、
私
は
仕
事
を
始
め
ま
す
。
他
の
教
員
と
同
じ
よ
う
な
授
業
数
（
九
時
間
）
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、「
そ
の
傍
ら
」
大
学
全
体
を
管
理
運
営
し
な
け
れ
ば
な
ら
ま
せ
ん
。
様
々
な
電
話
、
お
客
様
の
接
待
、
話
し
合
い
、

会
議
な
ど
が
あ
り
、
自
分
の
研
究
か
ら
心
を
奪
わ
れ
て
、
時
々
落
ち
着
き
を
失
い
ま
す
。」
そ
れ
と
同
時
に
、
外
部
の
講
演
会
に
よ
く

招
待
さ
れ
、
新
聞
記
事
や
学
術
論
文
や
著
書
の
執
筆
依
頼
も
多
か
っ
た
よ
う
で
あ
る）

64
（

。

一
九
七
五
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
大
学
で
は
長
期
計
画
に
従
っ
て
新
築
工
事
を
進
め
て
い
た
が
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ

ろ
起
き
た
「
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
」
の
た
め
日
本
の
経
済
が
不
景
気
と
な
っ
て
い
た
の
で
資
金
調
達
に
苦
労
し
て
い
た
。「
名
古
屋
で
募

金
活
動
を
始
め
て
、
私
も
三
三
〇
ぐ
ら
い
の
企
業
を
訪
問
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
経
済
状
況
が
良
く
な
い
の
で
、
活

動
の
実
り
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。」
し
か
し
、
同
じ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
、
待
望
の
「
宗
教
文
化
研
究
所
」
に
つ
い

て
一
二
月
か
ら
開
設
す
る
予
定
で
あ
り
、「
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
宣
教
の
活
動
と
方
針
の
た
め
に
大
い
に
役
立
つ
こ
と
を
願
っ
て
い
ま

す）
65
（

。」
と
い
う
良
い
知
ら
せ
も
あ
っ
た
。

募
金
活
動
の
困
難
は
、
一
九
七
六
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
近
況
報
告
か
ら
も
わ
か
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
毎
日
一
〇
な
い

し
一
一
の
企
業
を
訪
問
し
て
、
そ
れ
を
「
荒
療
治
」
と
言
っ
て
い
る
が
、
こ
の
苦
労
を
通
じ
て
別
の
意
味
で
成
功
す
る
こ
と
が
で
き
た

と
述
べ
た
。「
寄
付
を
少
し
集
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
も
う
一
つ
の
大
事
な
成
果
が
あ
り
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
こ
ち
ら
の
財

界
の
上
層
部
と
知
ら
い
合
い
に
な
り
、『
南
山
大
学
学
長
と
し
て
財
界
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
人
脈
を
作
る
た
め
に
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

に
加
入
し
て
み
な
い
か
』
と
誘
わ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
で
、
日
程
に
は
も
う
一
つ
の
約
束
が
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
毎
週
月
曜
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日
の
昼
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
集
ま
り
で
す）

66
（

。」

一
九
七
七
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
七
六
年
一
二
月
に
書
い
た
近
況
報
告
の
中

に
も
、
再
び
そ
の
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
日
課
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
管
理
職
の
他
に
普
通
の
教
員
の
仕
事
だ
け
で
は
な
く
、
名
古

屋
の
上
流
社
会
人
と
の
「
公
的
な
仕
事
」
も
あ
り
ま
す
の
で
、
東
奔
西
走
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
一
月
か
ら
一
四
回
も
高
等
学
校
の

校
長
や
教
員
の
た
め
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
が
、
毎
回
講
演
は
九
〇
分
で
、
参
加
者
は
三
〇
〇
な
い
し
三
五
〇
人
ぐ
ら
い
で
し
た
。
ま

た
、
二
回
の
テ
レ
ビ
イ
ン
タ
ー
ビ
ュ
ー
、
九
編
の
専
門
誌
の
論
文
や
一
般
雑
誌
の
記
事
（
教
育
や
経
済
問
題
に
つ
い
て
）、
さ
ら
に
、

発
行
部
数
四
五
〇
万
部
も
あ
る
毎
日
新
聞
の
三
カ
月
連
載
コ
ラ
ム
も
頼
ま
れ
ま
し
た
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を

選
ん
で
も
い
い
と
い
う
こ
と
で
、『
人
格
と
人
間
の
尊
厳
』
を
題
と
し
て
一
三
の
記
事
を
執
筆
し
ま
し
た
。
比
較
的
に
短
い
記
事
で
し

た
の
で
、
要
点
を
押
さ
え
て
簡
潔
に
な
る
よ
う
に
か
な
り
苦
労
し
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
面
白
か
っ
た
で
す︶

67
︵

。」

司
祭
叙
階
二
五
周
年
記
念

前
述
の
よ
う
に
、
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
主
な
目
的
は
、
一
九
五
〇
年
度
の
司
祭
叙
階
者
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
互
い
に

励
ま
し
合
う
こ
と
に
あ
っ
た
。
一
九
七
五
年
は
、
ち
ょ
う
ど
司
祭
叙
階
の
二
五
周
年
記
念
に
当
た
っ
た
。
司
祭
叙
階
二
五
周
年
記
念
は

す
べ
て
の
司
祭
に
と
っ
て
大
事
で
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
も
決
し
て
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
一
九
七
六
年
六
月
の
ニ
ュ
ー
ス

レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
七
五
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
書
い
た
近
況
報
告
の
中
に
、
自
分
の
司
祭
生
活
を

振
り
反
っ
て
反
省
し
な
が
ら
、
非
常
に
深
い
感
想
を
述
べ
て
い
る
。「
そ
こ
で
、
二
五
年
間
の
司
祭
生
活
か
ら
た
く
さ
ん
の
思
い
出
を

追
体
験
し
ま
し
た
。
私
が
計
画
し
た
こ
と
と
正
反
対
の
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
多
か
っ
た
が
、
結
局
そ
の
ほ
う
が
良
か
っ
た

と
思
い
ま
す
。『
完
全
な
失
敗
』
の
よ
う
に
見
え
た
こ
と
は
、
結
局
、
好
転
し
ま
し
た
。
私
は
決
し
て
経
済
学
の
専
門
勉
強
の
計
画
は
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な
か
っ
た
が
、
結
局
、
な
ん
と
良
い
こ
と
に
な
っ
た
で
し
ょ
う
。（
中
略
）
し
か
し
、
そ
れ
は
外
面
的
な
こ
と
に
過
ぎ
ま
せ
ん
。
大
事

な
の
は
神
様
と
私
と
の
間
の
神
秘
的
な
関
係
で
す
。
こ
の
関
係
こ
そ
今
年
で
再
び
思
い
出
し
て
追
体
験
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
、
自

分
で
計
画
や
予
想
も
せ
ず
、
神
の
言
葉
と
秘
跡
の
奉
仕
者
と
し
て
自
分
を
神
に
委
ね
て
生
き
て
行
こ
う
と
思
い
ま
す）

68
（

。」

ま
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
毎
週
日
曜
日
に
聖
霊
病
院
内
の
聖
霊
修
道
院
で
ミ
サ
を
捧
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
司
祭
叙

階
二
五
周
年
記
念
に
当
た
っ
て
お
祝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
こ
の
毎
週
の
ミ
サ
は
彼
に
と
っ
て
ど
れ
ほ
ど
大
き

な
意
義
を
持
っ
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。「
自
分
と
し
て
は
、
あ
ま
り
特
別
な
こ
と
は
し
た
く
な
か
っ
た
で
す
が
、
私
が

六
年
前
か
ら
毎
日
曜
日
ミ
サ
を
捧
げ
て
い
る
聖
霊
会
の
シ
ス
タ
ー
の
こ
と
を
考
量
に
入
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
シ
ス
タ
ー
た
ち
は
あ
ま
り

に
も
盛
大
な
お
祝
い
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
私
は
喜
び
で
わ
れ
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
で
し
た
。
と
に
か
く
、
病
院
の
日
曜
日

司
牧
活
動
は
私
に
と
っ
て
、
貴
重
な
霊
的
オ
ア
シ
ス
で
す
。
毎
日
曜
日
の
説
教
の
準
備
で
大
学
の
世
界
以
外
の
こ
と
に
つ
い
て
考
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
シ
ス
タ
ー
た
ち
の
信
心
深
さ
は
、
普
段
批
判
的
か
つ
冷
静
で
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
私
の
よ
う
な
も
の
に
と
っ

て
、
と
て
も
良
い
刺
激
だ
か
ら
で
す）

69
（

。」

神
言
会
の
活
動

南
山
学
園
の
他
に
神
言
会
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
湾
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
、
ア
ジ
ア
各
地
に
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
と
し
て
小
学
校
、

中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
を
は
じ
め
、
神
言
会
会
員
の
養
成
の
た
め
に
各
地
に
神
学
校
も
設
置
し
た
。
特
に
カ
ト
リ
ッ
ク
信
徒
が
多

い
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
は
、
神
言
会
の
神
学
生
も
多
か
っ
た
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
七
八
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載

さ
れ
た
、
一
九
七
七
年
一
二
月
に
書
い
た
近
況
報
告
の
中
に
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
開
か
れ
た
ア
ジ
ア
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
学
長
の
集
ま
り
の

様
子
を
描
が
き
な
が
ら
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
神
言
会
の
活
気
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
か
ら
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
ば
大
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学
教
育
を
神
言
会
の
宣
教
活
動
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
た
と
同
時
に
、
将
来
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
南
山
大
学
へ
の
神
言
会
会
員
の
派
遣
の

可
能
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。「
私
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
で
の
活
動
を
全
世
界
の
教
会
の
宣
教
的
な
使
命
の
視

点
か
ら
考
え
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
、『
キ
リ
ス
ト
教
思
想
と
文
化
的
・
精
神
的
対
話
の
仲
介
者
と
し
て
の
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
』
そ
し
て
『
社

会
の
経
済
的
・
社
会
的
発
展
に
と
っ
て
カ
ト
リ
ッ
ク
大
学
の
意
味
』
で
し
た
。
私
は
前
者
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
を
し
ま
し
た
。
こ

の
三
日
間
の
集
ま
り
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
タ
ガ
イ
タ
イ
大
神
学
校
一
六
名
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
会
員
の
司
祭
叙
階
式
と
初
ミ
サ
に
参
加

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
会
員
た
ち
の
熱
意
と
前
向
き
の
雰
囲
気
を
見
て
、
精
神
的
に
も
元
気
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。（
中
略
）
南
山
大
学
で
は
、
留
学
生
別
科
の
日
本
語
コ
ー
ス
の
二
人
分
の
奨
学
金
を
神
言
会
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
大
神
学
校
に

提
供
し
ま
し
た
の
で
、
九
月
か
ら
二
人
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
神
学
生
が
こ
こ
に
い
ま
す
。
う
ま
く
行
け
ば
、
日
本
に
残
っ
て
神
言
神
学
院

で
日
本
人
の
神
学
生
と
一
緒
に
神
学
の
勉
強
を
続
け
て
、
適
切
な
専
門
勉
強
を
修
了
し
て
か
ら
南
山
大
学
で
働
く
た
め
に
派
遣
す
る
こ

と
が
で
き
る
で
し
ょ
う）

70
（

。」

一
九
七
七
年
の
秋
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
神
言
会
日
本
管
区
の
代
議
員
と
し
て
他
の
二
人
の
日
本
人
会
員
代
議
員
と
共
に
、
神

言
会
の
ロ
ー
マ
総
本
部
で
同
年
十
月
四
日
か
ら
十
一
月
二
六
日
ま
で
開
か
れ
た
神
言
会
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
神
言
会
総
会
は
そ
の

当
時
五
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
、
神
言
会
会
員
が
働
い
て
い
る
世
界
各
地
か
ら
代
議
員
が
集
ま
り
総
会
長
と
そ
の
顧
問
会
を
選
出
す
る
と

と
も
に
、
神
言
会
の
現
状
を
把
握
し
た
上
、
将
来
構
想
と
長
期
計
画
に
つ
い
て
審
議
・
決
定
す
る
、
神
言
会
の
最
高
の
決
議
機
関
で
あ

る
。
同
じ
総
会
に
参
加
し
た
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
編
集
者
ド
レ
ン
ケ
ル
フ
ォ
ル
ト
師
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
日
本
人
の

会
員
の
通
訳
を
し
た
り
、
会
議
中
よ
く
発
言
し
た
り
し
て
い
た
。
ま
た
、
次
回
総
会
長
の
予
備
選
挙
の
投
票
で
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー

師
の
名
も
候
補
者
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
こ
と
に
も
触
れ
て
い
る）

71
（

。

総
会
の
た
め
に
ロ
ー
マ
で
過
ご
し
た
こ
の
七
週
間
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
神
言
会
宣
教
師
と
し
て
の
使
命
感
や
神
言
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会
会
員
同
士
と
の
連
帯
感
を
深
め
る
と
と
も
に
、
学
長
の
忙
し
い
仕
事
の
中
の
つ
か
の
間
の
休
息
で
も
あ
っ
た
。「
こ
の
期
間
は
私
た

ち
の
修
道
会
に
と
っ
て
重
要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
私
に
と
っ
て
も
祝
福
の
日
々
で
し
た
。
仕
事
か
ら
完
全
に
離
れ

て
、
ポ
ケ
ッ
ト
に
手
帳
も
な
く
、
責
任
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
上
、
世
界
各
地
か
ら
集
ま
っ
て
き
た
一
〇
〇
名
以
上
の
選
ば
れ

た
少
数
の
司
祭
・
修
道
士
と
共
同
で
生
活
し
な
が
ら
話
し
合
い
と
お
祈
り
を
し
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
兄
弟
的
共
同
生
活
は
め
っ
た

に
な
い
も
の
で
し
ょ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
話
し
て
い
る
う
ち
に
興
奮
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
と
は
言
え
、
決
し
て
喧
嘩
す
る
ほ
ど
で
は
な
か

っ
た
。
希
望
に
満
ち
た
ま
じ
め
な
雰
囲
気
で
し
た
。
修
道
者
と
し
て
の
宣
教
使
命
に
つ
い
て
、
共
同
体
に
つ
い
て
、
貧
し
い
人
々
と
の

真
の
連
帯
に
つ
い
て
反
省
し
て
、
私
た
ち
の
存
在
の
源
泉
と
し
て
の
祈
り
の
大
切
さ
を
再
確
認
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
反
省
は
す
べ

て
の
話
し
合
い
と
思
い
の
中
に
入
り
込
ん
で
、
私
た
ち
の
な
か
に
新
し
い
力
が
湧
い
て
き
ま
し
た）

72
（

。」

多
忙
な
日
課
と
健
康
状
態

し
か
し
、
日
本
に
帰
っ
て
き
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
す
ぐ
学
長
の
忙
し
い
毎
日
の
仕
事
を
再
開
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

「
ロ
ー
マ
に
い
た
時
に
、
学
長
に
な
っ
て
か
ら
こ
こ
六
年
の
間
に
自
分
が
『
マ
ネ
ジ
ャ
ー
』
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
気
が
つ
き
、

ち
ょ
っ
と
不
安
に
な
り
ま
し
た
。
落
ち
着
い
て
授
業
の
準
備
を
す
る
こ
と
も
時
間
を
か
け
て
研
究
す
る
こ
と
も
、
ゆ
っ
く
り
考
え
る
暇

も
あ
り
ま
せ
ん
。（
中
略
）
約
束
は
増
え
て
、
仕
事
に
急
い
で
い
ま
す
。
そ
の
上
、
外
部
で
の
仕
事
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
社
交
の

場
で
の
あ
い
さ
つ
、
講
演
、
新
聞
記
事
の
執
筆
、
等
々
で
す）

73
（

。」

こ
れ
だ
け
多
忙
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
こ
な
す
こ
と
は
、
当
然
、
体
に
相
当
の
負
担
が
か
か
る
。
実
は
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
一
九
五
八
年
に
ア
メ
リ
カ
に
留
学
中
、
目
の
病
気
の
た
め
に
数
カ
月
休
ん
で
い
た
の
で
勉
強
で
き
な
か
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
一
九
六
五
年
に
も
重
病
に
患
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
九
六
五
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
レ
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ン
サ
球
菌
に
よ
る
感
染
症
に
な
っ
て
ほ
ぼ
一
年
間
の
入
院
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。「
去
年
の
六
月
か
ら
の
一
年
間
の
う
ち
、
九
カ

月
は
入
院
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
新
記
録
と
言
っ
て
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
同
時
に
悲
し
い
記
録
で
す
。
ま
ず
日
本
で
三
カ

月
入
院
し
て
生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
て
い
て
か
ら
、
ド
イ
ツ
に
来
て
、
あ
る
専
門
家
か
ら
別
の
専
門
家
ま
で
あ
ち
ら
こ
ち
ら
行
か
せ
ら

れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
病
気
の
原
因
と
推
定
さ
れ
る
レ
ン
サ
球
菌
を
一
掃
し
て
病
気
を
直
す
か
ど
う
か
、
ま
だ
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

日
本
で
肝
臓
の
治
療
を
受
け
た
と
き
、
右
の
目
の
病
気
が
再
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
が
ま
だ
ど
れ
ぐ
ら
い
か
か
か
る
か
、
わ
か
り
ま
せ
ん
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
現
在
病
気
が
か
な
り
快
復
し
た
か
ら
、
日
本
へ
戻
る
た
め
に
八
月
に
ド
イ
ツ
を
出
発
す
る
予
定
で
す︶

74
︵

。」

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
学
長
に
な
っ
て
か
ら
、
ま
た
目
の
病
気
で
患
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
一
九
七
六
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の

近
況
報
告
の
中
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
今
回
は
白
内
障
に
な
っ
て
、
手
術
が
必
要
に
な
っ
た
。「
先
ほ
ど
『
健
康
で
は
ち
き
れ
そ
う

で
す
』
と
書
い
た
が
、
実
は
、
目
の
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
一
八
年
前
か
ら
左
目
の
瞳
孔
は
変
化
し
て
、
眼
球

の
水
晶
体
が
次
第
に
濁
っ
て
し
ま
い
白
内
障
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
を
『
刺
し
て
』
も
ら
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
水
晶
体
を
と
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。（
中
略
）
手
術
は
あ
る
程
度
ま
で
好
都
合
で
し
た
。
と
い
う
の
は
、
ち
ょ
う
ど
そ
の
と
き
、
名
古
屋
で
の
募
金
活
動

で
大
変
忙
し
く
て
一
息
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
す）

75
（

。」

ま
た
、
一
九
七
九
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
再
び
目
の
手
術
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
今

回
は
緑
内
障
の
手
術
で
あ
っ
た
。
主
治
医
か
ら
成
功
率
は
五
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
手
術
し
な
い
場
合
、
視
力
を
失
っ
て
し
ま
う
こ
と
に

な
る
と
言
わ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
不
安
で
あ
っ
た
が
、
手
術
は
う
ま
く
行
っ
た
。「
結
局
、
六
週
間
の
入
院
の
結
果
、
少
し

は
良
く
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
よ
く
な
る
見
込
み
で
す
。
も
ち
ろ
ん
、
視
力
が
か
な
り
落
ち
て
い
て
、
ま
だ
薬
を
飲
み
続
け
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん）

76
（

。」

同
じ
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
中
に
、
も
う
一
つ
の
病
気
に
つ
い
て
の
報
告
が
あ
っ
た
。「
南
山
大
学
前
の
坂
道
を
登
る
と
き
、
首
を
絞
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め
つ
け
る
痛
み
が
あ
っ
た
の
で
、
喉
の
ど
こ
か
が
お
か
し
い
と
思
っ
て
、
喉
の
薬
を
出
し
て
も
ら
う
た
め
に
医
者
に
見
て
も
ら
い
ま
し

た
。
そ
し
た
ら
、医
者
は
喉
を
全
然
見
な
い
で
、そ
の
代
わ
り
に
心
電
図
を
と
る
よ
う
に
指
示
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、少
し
不
平
に
『
狭

心
症
で
す
。
し
か
も
、
心
筋
梗
塞
の
寸
前
で
す
』
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
最
初
に
お
断
り
し
て
お
き
ま
す
が
、
今
は
も
う
元
気
に
な
っ
て
、

最
近
の
薬
と
ク
ナ
イ
プ
式
自
然
療
法
が
良
く
効
き
、
奇
跡
を
お
も
わ
せ
る
よ
う
な
効
果
を
も
た
ら
し
ま
す
。
そ
の
他
に
神
さ
ま
の
働
き

が
ど
こ
ま
で
関
係
し
て
い
る
の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
心
電
図
は
も
う
正
常
で
あ
り
、
前
と
同
じ
調
子
で
南
山
の
『
山
』
の
道
で
学
生

た
ち
を
負
い
越
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
健
康
を
回
復
で
き
た
が
、
治
療
の
た
め

に
一
九
七
八
年
の
夏
休
み
に
予
定
し
て
い
た
ブ
ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行
を
中
止
す
る
こ
と
に
し
た）

77
（

。

一
九
八
〇
年
七
月
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
が
一
九
七
九
の
ク
リ
ス
マ
ス
の
前
に
書
い
た
近
況

報
告
の
中
に
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
健
康
状
態
が
よ
く
て
仕
事
も
普
通
に
し
て
い
た
。「
仕
事
に
満
ち
て
い
た
一
年
、
そ
し
て
そ
の
仕

事
に
必
要
な
健
康
に
め
ぐ
ま
れ
た
一
年
に
対
し
て
感
謝
す
る
十
分
な
根
拠
が
あ
り
ま
す）

78
（

。」
こ
の
「
仕
事
に
満
ち
て
い
た
一
年
」
の
様

子
に
つ
い
て
、
同
じ
報
告
の
中
に
次
の
詳
述
し
て
い
る
。「
今
年
は
九
〇
分
の
公
演
を
四
〇
回
ぐ
ら
い
行
な
い
ま
し
た
。（
中
略
）『
西

ド
イ
ツ
と
日
本
』
と
い
う
本
も
出
し
ま
し
た
。
内
容
を
秘
書
に
日
本
語
で
書
き
取
ら
せ
て
、
文
言
を
少
し
直
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
も

ち
ろ
ん
こ
の
本
が
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
る
と
は
思
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
初
版
（
初
刷
り
一
五
〇
〇
〇
部
）
が
出
て
二
〇
日
経
っ
た
と

こ
ろ
、
も
う
品
切
れ
と
な
り
ま
し
た
。
現
在
増
刷
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
入
手
可
能
で
す
。
し
か
し
、『
あ
い
に
く
な
こ
と
に
』
こ
れ

で
仕
事
が
増
え
ま
し
た
。
と
い
う
の
は
、
講
演
や
新
聞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
依
頼
が
寄
せ
ら
れ
る
か
ら
で
す）

79
（

。」

幸
い
に
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
こ
の
骨
折
れ
る
仕
事
の
忙
し
さ
の
中
の
一
休
み
も
得
る
こ
と
も
で
き
た
。
そ
れ
は
、
仕
事
と
休

暇
・
親
戚
訪
問
を
兼
ね
て
欧
米
の
三
カ
月
の
海
外
旅
行
と
い
う
形
で
あ
っ
た
が
、
ボ
ス
ト
ン
で
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の
大
学
関
係
の
仕

事
と
旧
友
の
訪
問
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
で
一
カ
月
の
講
演
会
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
と
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
の
訪
問
の
つ
い
で
に
、
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ド
イ
ツ
で
久
し
ぶ
り
に
五
人
の
兄
弟
姉
妹
と
再
会
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
こ
の
家
族
の
集
ま
り
に

つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
そ
し
て
ド
イ
ツ
で
ま
た
大
変
喜
ば
し
い
行
事
が
あ
り
ま
し
た
。
シ
レ
ジ
ア
に
住
ん
で
い
た
一
人

の
姉
と
一
人
の
兄
と
そ
れ
ぞ
れ
の
家
族
が
出
国
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
盛
大
な
親
族
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
は
兄
弟
の
六
人

が
再
会
で
き
ま
し
た
が
、
そ
の
中
で
私
が
一
番
下
で
す
。
向
こ
う
に
い
る
の
は
一
番
上
の
姉
だ
け
で
す
が
、
出
国
す
る
気
が
な
い
そ
う

で
す）

80
（

。」
一
九
八
一
年
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
よ
れ
ば
、
翌
年
も
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
充
実
し
た
、
実
り
の
多
い
一
年
で
あ
っ

た
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
同
師
は
自
分
の
日
課
に
つ
い
て
詳
述
し
な
が
ら
、
仕
事
を
こ
な
せ
る
秘
訣
を
心
の
平
穏
と
神
の
恵
み
に
支
え

ら
れ
て
い
る
と
い
う
信
仰
の
中
に
見
出
し
て
い
る
。「
今
年
も
充
実
し
た
多
忙
な
日
々
を
送
り
ま
し
た
が
、
仕
事
は
取
り
組
み
方
に
よ

っ
て
薬
の
よ
う
な
も
の
に
な
れ
る
と
思
い
ま
す
。
と
に
か
く
、
今
年
の
仕
事
は
私
の
健
康
に
決
し
て
害
を
及
ぼ
さ
ず
、
か
え
っ
て
薬
の

よ
う
な
効
果
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
大
事
な
の
は
、
平
静
を
失
わ
ず
、
余
分
に
平
穏
を
保
つ
こ
と
で
す
。
私
は
、
こ
の
よ
う
に
し
て

難
関
を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
中
略
）
こ
れ
ら
す
べ
て
の
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
ま
さ
に
神
の
恵
み
に
よ
る
の
で
す
。

一
六
年
前
に
私
の
病
気
を
診
断
し
た
専
門
医
た
ち
は
私
を
死
ん
だ
も
の
と
諦
め
ま
し
た
時
か
ら
、
私
は
神
の
恵
み
に
よ
っ
て
余
分
の
人

生
を
生
き
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
私
は
毎
朝
、
新
た
な
一
日
を
神
か
ら
の
た
ま
も
の
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。
健
康
は
、
特
に
身
に

余
る
健
康
は
、
の
ら
く
ら
し
た
り
、
人
生
に
多
く
の
も
の
を
期
待
し
た
り
す
る
た
め
に
あ
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
こ
う
し
た
実

り
あ
る
人
生
を
生
き
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
個
人
的
な
奇
跡
と
考
え
て
い
ま
す
。（
中
略
）
希
望
に
生
き
る
と
い
う
こ
と
は
現
在
の

先
を
み
て
、
い
つ
も
よ
り
大
き
な
も
の
を
求
め
て
、
私
た
ち
の
未
来
で
あ
る
最
も
偉
大
な
方
に
達
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
で
す）

81
（

。」

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
一
九
八
一
年
七
月
付
け
の
第
三
二
号
が
最
後
で
あ
る
が
、
ヒ
ル
シ
ュ

マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
一
九
八
三
年
六
月
六
日
早
朝
の
散
歩
の
途
中
、
心
不
全
で
突
然
死
亡
し
て
六
二
年
の
人
生
を
全
う
し
た
。
亡
く
な
る
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五
ヶ
月
前
に
心
筋
梗
塞
を
起
こ
し
て
、
休
養
中
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ま
で
に
上
述
し
た
よ
う
な
忙
し
い
毎
日
を
送
っ
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
経
済
学
者
・
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
同
師
の
死
に
対
し
て
国
内
外
か
ら
追
悼
の
言
葉
が
寄
せ
ら
れ
、
神
言
会
や
南
山
学
園

の
関
係
者
を
は
じ
め
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
学
問
の
世
界
、
経
済
界
な
ど
か
ら
二
〇
〇
〇
名
の
参
列
の
下
に
盛
大
な
葬
儀
が
名
古
屋
の
南

山
教
会
で
行
わ
れ
た︶

82
︵

。

結
び

今
ま
で
、
一
九
五
〇
年
八
月
に
ド
イ
ツ
・
ザ
ン
ク
ト
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ー
ン
の
神
言
会
の
大
神
学
校
で
共
に
司
祭
叙
階
を
受
け
た
三
〇

名
の
同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
三
〇
年
間
の
活
動
に
つ
い
て
の
近
況
報
告
を
見
て
き
た
。

同
期
生
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
主
な
目
的
は
、
一
九
五
〇
年
度
の
司
祭
叙
階
者
の
交
流
と
親
睦
を
深
め
、
互
い
に
励
ま
し
支
え
合
う
こ

と
で
あ
っ
た
の
で
、
同
期
生
の
毎
年
の
近
況
報
告
は
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
に
と
っ
て
一
つ
の
励
ま
し
と
同
時
に
、
自
分
の
日
ご
ろ
の

生
活
と
活
動
に
つ
い
て
反
省
し
、
司
祭
と
宣
教
師
と
し
て
の
決
意
を
新
た
に
す
る
契
機
で
も
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
に
掲
載
さ
れ
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
近
況
報
告
の
内
容
か
ら
も
わ
か
る
よ
う
に
、
同
師
は
最
初
か
ら
宣

教
師
と
し
て
の
自
覚
が
強
く
、
日
本
で
の
将
来
の
活
動
の
準
備
と
し
て
本
語
学
習
や
ア
メ
リ
カ
の
留
学
の
忙
し
い
中
、
教
会
な
ど
で
の

司
牧
活
動
を
続
け
た
。
ま
た
、
宗
教
と
直
接
関
係
な
い
経
済
学
の
勉
強
は
宣
教
師
と
し
て
の
将
来
の
仕
事
の
意
義
に
つ
い
て
も
よ
く
考

え
て
い
た
と
言
え
る
。
本
人
は
勉
強
ば
か
り
で
は
視
野
が
狭
く
な
る
だ
け
で
は
な
く
、
司
祭
や
宣
教
師
と
し
て
の
意
識
が
薄
く
な
っ
て

い
く
こ
と
を
心
配
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
留
学
中
の
司
牧
活
動
を
通
じ
て
、
ア
メ
リ
カ
社
会
に
お
け
る
人
種
差
別
の
問
題
や

大
量
移
民
に
よ
る
文
化
的
多
様
性
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

専
門
勉
強
を
修
了
し
博
士
学
位
を
取
得
し
て
再
来
日
し
た
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
宣
教
師
と
し
て
の
本
格
的
な
活
動
を
始
め
る
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と
、
同
様
な
宣
教
師
と
し
て
の
意
識
が
強
か
っ
た
。
南
山
大
学
で
の
授
業
や
研
究
で
忙
し
く
な
っ
て
も
、
自
分
の
活
動
を
間
接
的
で
あ

っ
て
も
最
終
的
に
宣
教
活
動
と
考
え
て
い
た
か
ら
、
合
宿
と
旅
行
で
学
生
た
ち
と
過
ご
す
時
間
も
大
事
に
し
て
い
た
。
同
様
に
、
南
山

大
学
学
長
と
し
て
、
大
学
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
な
性
格
と
国
際
性
の
強
化
と
、
学
生
の
宗
教
活
動
の
場
と
し
て
「
ロ
ゴ
ス
セ
ン
タ
ー
」
と

宗
教
を
学
際
的
な
研
究
拠
点
と
し
て
「
宗
教
研
究
セ
ン
タ
ー
」
の
創
設
を
優
先
課
題
と
し
た
こ
と
も
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
宣
教

師
と
し
て
の
強
い
意
識
の
表
れ
で
も
あ
る
。

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
は
、
学
界
だ
け
で
は
な
く
研
究
者
と
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
と
同
時
に
経
済
界
と
地
域
社
会
で
も
日

本
の
ビ
ジ
ネ
ス
、
教
育
、
社
会
の
解
説
者
と
し
て
有
名
に
な
り
、
学
術
論
文
や
本
、
一
般
向
き
の
新
聞
・
雑
誌
記
事
の
執
筆
、
そ
し
て

講
演
会
講
師
の
依
頼
が
段
々
増
え
て
き
た
。
こ
う
し
た
多
忙
な
生
活
の
支
え
と
し
て
、
自
分
の
司
祭
・
宣
教
師
と
し
て
の
自
覚
と
祈
り

が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
本
稿
で
見
て
き
た
同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
は
、
研
究
者
、
学
者
、
教
育
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
人
生
と
活
動
を
も
う
一
つ
の
側
面
、
す
な
わ
ち
、
宣
教
師
と
し
て
の
強
い
意
識
を
持
っ
て
い
る
視
点
か
ら
見
て
、

同
師
の
全
体
像
を
肉
付
け
し
て
よ
り
完
全
に
理
解
す
る
た
め
に
貴
重
な
史
料
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　

註

（
1
）　

プ
ロ
ジ
ェ
ッ
ク
ト
の
主
な
目
的
は
、
日
本
経
営
史
の
学
者
と
し
て
の

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
業
績
の
再
評
価
す
る
こ
と
に
あ
り
、
最
初
は

そ
の
著
作
を
「
経
営
史
の
論
集
」
と
「
南
山
学
園
史
料
集
」
と
い
う
形

で
二
〇
一
三
年
の
終
わ
り
ご
ろ
の
刊
行
を
目
指
し
て
い
た
が
、
最
終
的

に
は
著
作
集
の
刊
行
ば
か
り
で
は
な
く
、
大
規
模
の
刊
行
記
念
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師

の
著
作
集
に
つ
い
て
は
、『
工
業
化
と
企
業
家
精
神
』（
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著  

川
崎
勝
﹇
ほ
か
﹈
編　
『
工
業
化
と
企
業
家
精
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神
』
日
本
経
済
評
論
社　

二
〇
一
四
年
を
参
照
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

は
二
〇
一
四
年
六
月
二
一
日
に
南
山
大
学
で
開
催
さ
れ
た
（
岡
部
桂

史
・
奥
田
太
郎　

編　
『
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
著
者
集
刊
行
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
二
〇
一
四
年
講
演
録
「
工
業
化
と
企
業
家
精
神
―
―
ヨ
ハ
ネ

ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
の
時
代
―
―
」』　

南
山
学
会　

二
〇
一
五
年

三
月
）
を
参
照
。）
さ
ら
に
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
と
し
て
は
、『
工
業

化
と
企
業
家
精
神
』
と
い
う
「
経
済
・
経
営
史
編
」
に
続
く
、「
教
育
編
」

と
い
う
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
南
山
大
学
学
長
の
立
場
か
ら
大
学
の

運
営
、
教
育
の
実
践
、
大
学
の
歴
史
、
日
本
の
教
育
な
ど
に
つ
い
て
の

第
二
の
著
作
集
と
し
て
、『
南
山
学
園
史
料
集　

10　
「
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
著
作
集　

教
育
論
」』
が
二
〇
十
五
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。

（
2
）　W

illy K
raus, Erhard Louven (H

rsg). Johannes H
irschm

eier. D
ie 

Japanische U
nernehm

ung: Schriften aus dem
 N

achlaß.  Eine 

Veröffentlichung des Instituts für A
sienkunde H

am
burg, 1986

﹇
ヒ

ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
著
作
集
。
日
本
の
企
業
：
遺
稿
か
ら
の
文
書
﹈。

こ
れ
は
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
協
力
者
の
一
人
で
あ
っ
た
南
山
大

学
名
誉
経
済
学
博
士
ウ
ィ
ー
リ
ー
・
ク
ラ
ウ
ス
（W

illy K
raus

）
に
よ

っ
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
3
）　

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
所
蔵
、15-1 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-2 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-3 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
、15-5 

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長
。

（
4
）　10 000 M

eilen der Sonne entgegen  ﹇
太
陽
に
向
か
っ
て
万
理
の
旅
﹈、

ド
イ
ツ
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
Ａ
４
用
紙
二
七
枚
、
南
山
ア
ー
カ
イ

ブ
ス
所
蔵
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
学
長15-2 D

okum
ente, Privates

︵
5
︶　『
ア
ル
ケ
イ
ア
︱
記
録
・
情
報
・
歴
史
︱
』
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ　
第

一
三
号　
「10 000 M

eilen der Sonne entgegen

「
太
陽
に
向
か
っ
て

万
里
の
旅
」 

―
―
南
山
大
学
第
三
代
学
長
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ヒ
ル
シ
ュ
マ

イ
ヤ
ー
師
の
来
日
旅
行
談
」
に
つ
い
て
―
―
」
二
〇
一
八
年
一
一
月
、

四
五
〜
七
九
頁

︵
6
︶　K

lassenrundbrief des W
eihekurses 1950 ﹇

一
九
五
〇
年
司
祭
叙
階

同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
﹈
南
山
学
園
史
料
室
所
蔵
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ

ヤ
ー
学
長15-4 K

lassenrundbriefe

。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
記
載

分
は
、
毎
回
ド
イ
ツ
語
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
Ａ
４
用
紙
の
一
、二
枚

程
度
、
全
部
で
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
打
ち
約
四
〇
枚
が
あ
る
。

︵
7
︶　K

lassenrundbrief des W
eihekurses 1950, N

r. 1

﹇
一
九
五
〇
年
司

祭
叙
階
同
期
生
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
第
一
号
﹈
一
九
五
一
年
七
月
、一
頁
、

南
山
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
「15-4 K

lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–01

）。
以
下
、「K

lassenrundbrief

」
と
省
略
す
る
。

︵
8
︶　2. K

lassenrundbrief

一
九
五
一
年
一
二
月
、
二
頁
、
南
山
ア
ー
カ
イ

ブ
ズ
「15-4 K

lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–02

）

︵
9
︶　5. K

lassenrundbrief

一
九
五
三
年
七
月
、
七
頁
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
「15-4 K

lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–

04
）

︵
10
︶　
同
上
、
六
頁
。

︵
11
︶　6. K

lassenrundbrief

一
九
五
四
年
七
月
、
一
〇
頁
、
南
山
ア
ー
カ
イ
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ブ
ズ

「15-4 K
lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–

05
）。

︵
12
︶　5. K

lassenrundbrief

一
九
五
三
年
七
月
、
六
頁
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
「15-4 K

lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–

04

）。

︵
13
︶　
同
上
。

︵
14
︶　
同
上
、
七
頁
。

︵
15
︶　6. K

lassenrundbrief

一
九
五
四
年
七
月
、（
封
筒
番
号2009

–08

–

26

–035

–05

）。

︵
16
︶　5. K

lassenrundbrief

一
九
五
三
年
七
月
、
六
頁
、
南
山
ア
ー
カ
イ
ブ

ズ
「15

–4 K
lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–04

）。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
他
に
二
人
と
い
う
の
は
、
ヒ
ル
シ

ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
と
一
九
五
二
年
に
同
じ
船
で
来
日
し
た
ハ
ン
ガ
リ
ー

生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
ツ
・
ト
ル
ッ
ケ
ン
ブ
ロ
ー
ド
（Franz Truckenbrod, 

S.V.D
.

、
一
九
二
三
年
〜
二
〇
〇
七
。
同
師
は
長
崎
南
山
学 
高
等
学
・

中
学
校
長
、
南
山
高
等
学
・
中
学
校
長
を
歴
任
、
長
崎
西
町
教
会
で
の

宣
教
司
牧
に
従
事
し
て
い
た
。）
と
オ
ラ
ン
ダ
生
ま
れ
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・

ウ
マ
ン
ス
（Joannes U

m
ans, S.V.D

.

一
九
二
六
年
〜
二
〇
一
五
。
主

に
名
古
屋
の
膳
棚
教
会
や
南
山
教
会
、
東
京
の
吉
祥
寺
教
会
や
東
光
庵

（
瞑
想
の
家
）
に
お
け
る
宣
教
司
牧
に
従
事
し
て
い
た
。）
で
あ
っ
た
。

︵
17
︶　6. K

lassenrundbrief

一
九
五
四
年
七
月
、一
〇
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–05

）。

︵
18
︶　
同
上
。

︵
19
︶　R
undbrief 

“Liebe Freunde

” Washington, 15 Septem
ber 1955, 

一

頁
。（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–32

）。

︵
20
︶　7. K

lassenrundbrief

一
九
五
五
年
七
月
、一
二
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–06

）。

︵
21
︶　
同
上
、
一
三
頁
。

︵
22
︶　
同
上
、
一
四
頁
。

︵
23
︶　R

undbrief 

“Liebe Freunde,

” Washington, 15 Septem
ber 1955, 

四

頁
。（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–32

）。

︵
24
︶　8. K

lassenrundbrief

一
九
五
六
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–07

）。

︵
25
︶　
同
上
、
九
頁
。

︵
26
︶　R

undbrief 

“Liebe Freunde,

” Washington, 15 Septem
ber 1955, 

二

頁
。（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–32

）。

︵
27
︶　
同
上
、
二
頁
。

︵
28
︶　
同
上
、
三
頁
。

︵
29
︶　
同
上
、
三
頁
。

︵
30
︶　R

undbrief 

“Liebe Freunde,

” Miram
ar, 27 June 1956, 

三
頁
。
南
山

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
「15-4 K

lassenrundbriefe

」（
封
筒
番
号2009

–08
–26
–035

–33

）。

︵
31
︶　
同
上
、
三
〜
四
頁
。

︵
32
︶　R

undbrief 
“Liebe Freunde,

” Washington, 15 Septem
ber 1955, 

三

頁
。
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︵
33
︶　R

undbrief 

“Liebe Freunde,

” Miram
ar, 27 June 1956, 

二
頁
。

︵
34
︶　9. K

lassenrundbrief

一
九
五
七
年
七
月
、十
一
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–08

）。

︵
35
︶　10. K

lassenrundbrief

一
九
五
八
年
七
月
、
十
二
頁
、（
封
筒
番
号

2009
–08
–26

–035

–09

）。

︵
36
︶　12. K

lassenrundbrief

一
九
五
六
〇
七
月
、
十
三
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26
–035
–10

）。

︵
37
︶　13. K

lassenrundbrief
一
九
六
一
年
七
月
、
十
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–11
）。

︵
38
︶　
同
上
。

︵
39
︶　Johannes H

irschm
eier, The O

rigins of Entrepreneurship in M
eiji 

Japan.  H
arvard U

niversity Press, 1964; J.

ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ア
著 

土

屋
喬
雄 

由
井
常
彦
訳 『
日
本
に
お
け
る
企
業
者
精
神
の
生
成
』
東
洋
経

済
新
報
社 

一
九
六
五
年
。

︵
40
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
二
年
七
月
、
十
一
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–12

）。
ニ
ュ
ー
ス
レ
タ
ー
の
番
号
に
は
、「
第

１
４
号
」
が
重
複
し
て
い
る
が
、
日
付
が
そ
れ
ぞ
れ
違
い
、
内
容
も
異

な
る
も
の
で
あ
る
。

︵
41
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
三
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–13

）。

︵
42
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
二
年
七
月
、
十
一
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–12

）。

︵
43
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
三
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–13

）。

︵
44
︶　17. K

lassenrundbrief

一
九
六
六
年
六
月
、
十
四
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–16

）。

︵
45
︶　20. K

lassenrundbrief

一
九
六
九
年
七
月
、
八
〜
九
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–19

）。

︵
46
︶　
同
上
、
九
頁
。

︵
47
︶　
同
上
。

︵
48
︶　22. K

lassenrundbrief

一
九
七
一
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–034

–20

）。

︵
49
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
三
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–13

）。

︵
50
︶　17. K

lassenrundbrief

一
九
六
六
年
七
月
、
十
四
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–16

）。

︵
51
︶　10. K

lassenrundbrief

一
九
五
八
年
七
月
、
十
二
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–09

）。

︵
52
︶　
当
時
の
神
言
会
日
本
管
区
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
神
言
修
道
会
来
日

百
周
年
記
念
誌
編
集
委
員
会
『
神
言
修
道
会
来
日
百
周
年
記
念
誌
』、

二
〇
一
五
年
、
一
〇
七
〜
二
一
〇
頁
を
参
照
。

︵
53
︶　14. K

lassenrundbrief

一
九
六
二
年
七
月
、
十
一
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–12

）。

︵
54
︶　22. K

lassenrundbrief

一
九
七
一
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08
–26

–034

–20

）。

︵
55
︶　
同
上
、
十
一
頁
。
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︵
56
︶　23. K

lassenrundbrief

一
九
七
二
年
七
月
、
七
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08
–26

–034

–21

）。

︵
57
︶　
南
山
大
学
五
〇
年
史
小
委
員
会
編
『
南
山
大
学
五
〇
年
史
』、南
山
大

学
、
二
〇
〇
一
年
、
八
六
頁
。
大
学
紛
争
と
大
学
の
対
応
の
詳
細
に
つ

い
て
は
、
同
上
の
八
六
〜
一
〇
五
頁
を
参
照
。

︵
58
︶　22. K

lassenrundbrief

一
九
七
一
年
七
月
、
十
一
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–034
–20
）。

︵
59
︶　
同
上
。

︵
60
︶　24. K

lassenrundbrief

一
九
七
三
年
六
月
、
七
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–22

）。

︵
61
︶　
同
上
。

︵
62
︶　
同
上
。

︵
63
︶　25. K

lassenrundbrief

一
九
七
四
年
七
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–23

）。

︵
64
︶　24. K

lassenrundbrief

一
九
七
三
年
六
月
、
七
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–22

）。

︵
65
︶　26. K

lassenrundbrief

一
九
七
五
年
七
月
、
七
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–24

）。

︵
66
︶　27. K
lassenrundbrief

一
九
七
六
年
六
月
、
九
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–25

）。

︵
67
︶　28. K

lassenrundbrief

一
九
七
七
年
七
月
、
十
〜
十
一
頁
、（
封
筒
番

号2009

–08

–26

–034

–27

）。

︵
68
︶　27. K

lassenrundbrief

一
九
七
六
年
六
月
、
八
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–035

–25

）。

︵
69
︶　
同
上
。

︵
70
︶　29. K

lassenrundbrief

一
九
七
七
年
七
月
、
十
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–034

–28

）。

︵
71
︶　
同
上
、
九
頁
。

︵
72
︶　
同
上
。

︵
73
︶　
同
上
。

︵
74
︶　16. K

lassenrundbrief

一
九
七
七
年
七
月
、
一
〇
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–035

–15

）。

︵
75
︶　28. K

lassenrundbrief

一
九
七
七
年
七
月
、
十
一
頁
、（
封
筒
番
号

2009

–08

–26

–034

–27

）。

︵
76
︶　30. K

lassenrundbrief

一
九
七
九
年
一
月
、
十
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–034

–29

）。

︵
77
︶　
同
上
、
十
〜
十
一
頁
。

︵
78
︶　31. K

lassenrundbrief

一
九
七
九
年
一
月
、
七
頁
、（
封
筒
番
号2009

–08

–26

–034

–30

）

︵
79
︶　
同
上
、
八
頁
。

︵
80
︶　
同
上
。
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
と
そ
の
家
族
は
、
当
時
ド
イ
ツ
領
で

第
２
次
世
界
大
戦
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
領
と
な
っ
た
上
シ
レ
ジ
ア
の
出
身
で

あ
っ
た
が
。
戦
後
、
そ
こ
に
住
ん
で
い
た
多
く
の
ド
イ
ツ
系
人
は
移
住

さ
せ
ら
れ
、
ヒ
ル
シ
ュ
マ
イ
ヤ
ー
師
の
母
と
親
族
の
一
部
は
西
ド
イ
ツ

に
住
み
着
い
た
。

︵
81
︶　32. K

lassenrundbrief

一
九
八
一
年
七
月
、
七
〜
八
頁
、（
封
筒
番
号
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2009

–08

–26

–034

–31

）。

︵
82
︶　Jam

es H
eisig, 

“In M
em

oriam
: Johannes H

irschm
eier, 1921-1983.

”

 BU
LLETIN

, N
anzan Institute for R

eligion and C
ulture, N

o. 7, 

1983, p. 20.
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not only gave him encouraging news from his classmates, but also furnished him 

the opportunity to reflect on his own activities from the perspective of a missionary. 

Thus, he was conscious of himself as a missionary even as he pursued graduate 

studies in a non-theological subject in a non-religious atmosphere at Harvard 

University. In his activities at Nanzan University, even while becoming more and 

more engrossed in his academic research and teaching, he always considered it to 

be missionary activity, even if only indirectly. Furthermore, as his schedule became 

busier from work as president, scholar, and popular lecturer and commentator on 

Japanese society, he found his life of prayer and faith as a missionary to be an source 

of energy and sustenance. 

　This article thus fleshes out our understanding of Hirschmeier the man and 

missionary and gives us a deeper understanding of Hirschmeier the scholar, educator, 

and commentator on Japanese society. 



126

Johannes Hirschmeier’s Self-understanding as a Missionary 
as Described in the Newsletters of the 
St. Augustin Ordination Class of 1950

Richard SZIPPL 

Abstract

　Rev. Johannes Hirschmeier, S.V.D. (1921-1983), was the third president of 

Nanzan University, serving from 1972 until his sudden death from heart attack in 

1983. The author of a pioneering study of the history of Japanese business, he was 

well-known not only as a scholar and educator but as a lecturer and commentator 

on contemporary Japanese society both in Japan and abroad. The present article is a 

follow-up to a previous article based on a unpublished German-language manuscript 

found among his personal papers held in the Nanzan Archives describing his two-

month journey to Japan by rail and sea in May and June of 1952. That article gives 

us a glimpse of Hirschmeier as a young missionary at the beginning of his life’s 

work in Japan. The present article continues the story of Hirschmeier’s thirty-year 

long engagement with Japan. It is based on another set of his personal papers in the 

Nanzan Archives, a series of annual newsletters exchanged among his ordination 

classmates from 1951 to 1981. 

　The article is divided into three parts: The first covers the period from his first 

arrival in Japan, his Japanese language studies and graduate studies in economics at 

Catholic University and Harvard University. The second part focuses on his activities 

at Nanzan University until his appointment as President, while the third deals with 

his activities after assuming the office of president. The newsletters show that 

throughout his life as a graduate student in the USA and as a researcher and educator 

in Japan Hirschmeier remained conscious of being a missionary. The newsletters 


